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餓
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栄
養
供
給

一
九
世
紀
中
期
東
北
地
方
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一
農
村

高

木

正

朗

森

田

潤

司

飢餓と栄養供給

は
じ

め
に

地
方

の
旧
家
あ
る
い
は
公
共

の
歴
史
資
料
館
な

ど
を
訪
ね
る
と
、
そ
こ
に
膨
大
な
近
世
文
書
が
保

存
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ

っ
て
驚
か
さ
れ

る
こ
と

が
あ
る
。
そ
う
し
て
、
こ
れ
ら
歴
史
資
料

(以
下

単
に
史
料
と
表
記
す
る
)
の
残
さ
れ
方

に

一
つ
の

特
徴
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
の
で
あ
る
。
保
存
状

態
が
も

っ
と
も
よ
い
の
は
土
地
お
よ
び
年

貢
関
係

史
料

で
あ
り
、
こ
う
し
た
地
方
文
書
し
か
残
し
て

い
な
い
地
域
も
か
な
り
多

い
。
年
貢
関
係
史
料
ほ

ど

の
完
全
性
は
期
待

で
き
な

い
が
、
戸
口
関
係
史

料
を
よ
く
保
存
し
て
い
る
地
域
も
あ
る
。

こ
う
し

た
事
実
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
江
戸
時
代
の
ム
ラ
が

小

農

社

会

(冨

ω
穹

3

0
9
Φ
昌
)

で
あ

っ
た

こ
と

を

(
1

)

改
め
て
確
認
す
る
の
で
あ
る
。

ム
ラ
は
土
地

(田

畑
と
屋
敷
、
山
林
原
野
、
そ
し
て
河
川
な
い
し
溜
池

を
含
む
)
と
イ

エ

(労
働
集
団

[≦
o蒔

σq「o
も
]

と
し
て
の
家
族

・
世
帯
)
と

に
極
度

に
関
心
を
集

中
さ
せ
た
社
会
、
そ
こ
に
生
産
と
生
活
の
基
盤
を

お
く
領
域
性
を
そ
な
え
た
社
会

シ
ス
テ
ム
で
あ

(2
)

っ
た
。

こ
れ
と
は
逆
に
、
庶
民
生
活
の
細
部
を
い
き

い

き
と
伝
え
る
史
料
と
な
る
と
、
意
外
に
乏
し
い
と

い
う
の
が
も
う

一
つ
の
特
徴

で
あ
る
。
恐
ら
く
、
、

小
農
社
会
の
世
帯

・
家
族
に
関
わ
る
生
活
情
報
を

生
産

に
関
わ
る
情
報
か
ら
切
り
離
し
て
抽
出
す
る

こ
と
は
困
難
な

の
で
あ
ろ
う
。
労
働
力
再
生
産

の

た
め
の
生
活
資
料

(衣
食
住
)
の
量
と
質
に
対
す

る
関
心
に
は
切
実
な
も

の
が
あ

っ
た
ろ
う
が
、
今

日
の
わ
れ
わ
れ
も
得
て
し
て
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、

江
戸
時
代

の
庶
民
は
生
活

の
記
録
を
こ
ま
め
に
と

る
余
裕
を
十
分

に
持

た
な
か

っ
た
で
あ
ろ
う
。
確

か
に
歴
史
人
口
学

の
手
法
を
用
い
た
宗
門
改
帳

の

分
析
は
、
世
帯
や
家
族

の
分
析
を
通
じ
て
、
人
々

の
生
活
行
動
の
意
外
な
側
面
を
相
当
明
ら
か
に
し

て
き
た
と
い
う
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、

一
歩
進
め
て
江
戸
時
代

の
庶
民
が
ど
の
よ
う
な
規

(3

)

模

の
家
屋
に
ど
う
住
ま
い
、
何
を
ど
れ
く
ら
い
食

べ
ま
た
着
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
既
に
い
く

つ
か
の
業
績
が
公
表
さ
れ
て
い
る
が
、
先
述

の
よ

う
な
理
由
も
加
わ

っ
て
、
ま
だ
よ
く
わ
か
ら
な
い
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と
い
う

の
が
実
状
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
こ
の
論
文

で
は
食

の
問
題
、
庶
民

の

食
生
活

の
実
態
解
明
に
焦
点
を
あ
て
る
。
幸
運
な

こ
と

に
、
天
保
飢
饉

(
一
八
三
三
～
三
七
年
頃
)

の
最
中
、
仙
台
領
東
磐
井
郡
農
村
の

一
肝

入
が
詳

細
な
食
糧
配
布
記
録
を
残
し
た
。
こ
の
村

に
は
個

人
の
年
齢
と
性
別
と
が
わ
か
る
人
数
改
帳

も
保
存

さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

こ
れ
ら

の
帳
面
を
主
た

る
素
材
と
し
関
連
史
料
を
も
併
用
し
て
、

わ
れ
わ

れ

は
異
常

(飢
饉
)
年

と
平
常

(
一
八
四
五
)
年

に
お
け
る
庶
民

の
食
生
活
11
栄
養
状
態
を
、
消
費

単
位

の
レ
ヴ

ェ
ル
に
ま
で
下
り
て
推
定
し
た
い
と

考
え

る
。
旦
ハ体
的

に
は
、
異
常
年

と
平

常
年

の

各
々
に
つ
い
て
、

一
世
帯

一
日
、

一
人

一
日
、
そ

し
て

一
消
費
単
位

一
日
当

た
り

の

エ
ネ

ル
ギ
ー

(
4
)

(ぎ

9

供

給

量

と
、

供

給

食

品

の
成

分

値

を

換

算

・
推

計

し

よ

う

と
試

み

る
。

な

お

、

こ

こ

で
使

用

す

る
消

費

単

位

(
ケ

ッ
ト

ρ
二
Φ
け
)

は

、

ベ

ル
ギ

ー

の

統

計

学

者

ケ

ト

レ

ー

(〉
・
い
・
旨

ρ
器

什①
一Φ
戸

一
謬
①
-
一
。。
刈
心
)

ら

が

計

測

し

た

年

齢

別

体

重

/

身

長

デ

ー

タ

に

基

づ

き

、

エ

ソ

ゲ

ル

(国
』

昌
ひq
♀

一
。。
霧
)

が

考

案

し
普

及

さ

せ

た
係

数

で
あ

る
。

推

計

・
換
算
法
は
、
第
三
節
で
詳
述
さ
れ
る
よ
う
に
、

い
く
つ
か
の
仮
定

に
た

っ
て
お
こ
な
わ
れ
る
。
従

っ
て
数
値
は
必
ず
し
も
厳
密
な
も
の
で
は
な
い
が
、

わ
れ
わ
れ
の
目
的
は
未
だ
情
報
量
が
少
な
い
江
戸

時
代

の
食

の
領
域

に
お
い
て
推
計
値
を
算
出

し
、

こ
の
分
野
に
新
し
い
デ
ー
タ
を
付
加
す
る
こ
と
で

あ
る
。

一

史
料

の
概
要

こ
こ
で
使
用
す
る
史
料
は
以
下

の
五
点
で
あ
る
。

各
史
料

の
構
成
と
記
載
内
容
を
簡
潔
に
説
明
し
て

お
き
た
い
。

史
料

一

「天
保
七
年
東
山
大
籠
村
御
貸
附
穀

・
御

救
助
金
穀
附
渡
本
帳
」

(
一
冊
、

一
八
三
六
～
三
七

年
)

史
料
二

「
弘
化
二
年
高
屋
敷
伊
兵
衛
火
元

二
而
火

事

・
御
取
□
巻
控
」

(
一
冊
、

一
八
四
五
年
)

史
料
三

「東
磐
井
郡
東
山
大
籠
村
宗
門
人
数
改

帳
」

(五
冊
、

一
八
三
六
～
三
八
、
四
四
、
四
六
年
)

史
料
四

「文
化
二
年
乙
丑
日
記
」
(
一
冊
、

一
八
〇

五
年
)

史

料
五

「希

む
り

の
阿
登
」
(
一
冊
、

一
八
三
六

～
三
七
年
の
項
)

史
料

一

天
保
七
年

(
一
八
三
六
)
旧
暦

八
月

か
ら
翌
八
年

(
一
八
三
七
)

一
〇
月
三
〇
日
ま
で
、

一
四
ケ
月
余

り
に
わ
た

っ
て
書
き
と

め
ら
れ

た

「附
渡
本
帳
」

(以
下
単
に

「施
穀
帳
」
と
表
記
す

る
)
は
、
東
磐
井
郡
大
籠
村
仮
肝
入
を
務
め
た
勇

三
郎
筆
に
な
る
、
穀
物
を
中
心
と
す
る
救
助
物
資

と
金
銭

の
受
領
11
配
布
簿
で
あ
る
。
日
記
形
式
を

と

っ
た
こ
の
帳
面

の
最
初
の
数
枚

に
は
、
村
が
受

領

し
た
諸
物
資

の
数
量

(籾
、
大
麦
、
大
豆
な
ど

の
容
量
、
塩
、
ひ
じ
き
な
ど

の
重
量
)、
提

供

者

(藩
、
藩
役
人
、
私
人
、
村

の
上
民
な
ど
)、
種

別

(貸
与
か
給
与
か
)、
提
供
理
由
な
ど
が
月
日
を
付

し
て
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ

に

続
く
大
部
分
の
紙
幅
は
受
給
世
帯

へ
の
配
布
記
録

に
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
肝
入

一
人
お
よ
び
上
民

一

〇
人

(世
帯
総
人
数
六

一
)
を
除
く
す
べ
て
の
個

人

(世
帯
主
)
は
、
中
民
、
下
民
、
下
下
民

の
三

階
層
と
そ
れ
以
外

(死
亡
、
無
行
方
)
と

に
区
分

(
6

)

(
5
)

さ
れ
、
さ
ら
に
家
内
人
数
が
記
さ
れ
た
あ
と
、
彼

ら

(各
世
帯
)
に
対
す

る
配
布
物
資
と
そ

の
数
量

が
日
付
と
と
も
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
飢
饉

の
際
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飢餓と栄養供給

の
庶
民
に
対
す
る
栄
養
供
給
量
を
推
計
し
よ
う
と

す
る
本
研
究
に
と

っ
て
、
こ
れ
は
も

っ
と
も
重
要

な
基
礎
史
料

で
あ
る
。

史
料

二

こ
れ
は
弘
化
二
年

(
一
八
四
五
)
旧

暦
四
月

一
二
日
に
大
籠
村
高
屋
敷
で
お
き

た
火
災

(
7
)

の
巓
末
を
、
仮
肝
入

の
久
馬
治
が
大
肝
入

に
報
告

し
た
文
書

の
控
え
で
あ

る

(以
下

「火

災
記
録
」

と
表
記
)。
こ

の
帳
面

に
は
、
ま
ず
火
元

と
類
焼

あ
わ
せ
て
八
世
帯

の
焼
失
棟

(居
家
、
隠
居
家
、

閑
所
、
土
蔵
、
厩
、
薪
小
屋
な
ど
)
の
間
口
と
奥
行

き
と
が
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

つ
い
で
火
災
現

場

へ
駆
け

つ
け
た
人
足
総
数
が
記
さ
れ
た
あ
と
、

世
帯
毎

に
焼
失
穀
物

(籾
、
白
米
、
大
麦
、
搗
麦
、

小
麦
、
粟
、
蕎
麦
、
稗
、
大
豆
、
小
豆
)
と
味
噌
が

容
量

(石
、
斗
、
升
)
の
単
位

で
記
載
さ

れ
て
い

る
。
こ
れ
ら

の
食
糧

は
平
常
年

に
お
け
る
主
食

の

種
類
、
そ
の
保
存
あ

る
い
は
加
工
方
法
な

ど
を
推

測
さ
せ
て
興
味
深

い
。
例
え
ぽ
穀
物
は
俵

に
、
豆

味
膾
は
桶

に
い
れ

て
保
存
さ
れ
て
い
た
。
白
米
や

搗
麦
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
人
々
は
貯
蔵

籾
や
玄
麦
を
必
要
量
だ
け
加
工
し
て
は
食

べ
て
い

た

こ
と
が
分

か
る
。

こ
の
帳

面
と
日
記

(史
料

四
)
と
を
併
用
す
れ
ぽ
、
サ
ン
プ

ル
数
は
少
な
い

が
、
わ
れ
わ
れ
は
平
常
年
の
栄
養
供
給
量
を
推
計

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

史
料
三

キ
リ
シ
タ
ン
を
取
り
締
ま
る
目
的

で

作
成

さ
れ
は
じ
め
、
後

に
人
口

(農
業
労
働
力
)

を
把
握
す
る
役
割
を
も
担

っ
た
宗
門
人
別
改
制
度

は
、
仙
台
藩

で
も

一
七
世
紀
の
中
期

に
は
実
施
さ

(
8
)

れ

て
い
た
。
そ
の
結
果
、
大
籠

に
も
数
十
冊

の

(9
)

「宗
門
人
数
改
帳
」
が
残
さ
れ
た
。
帳
面

に
は
旧

暦
二
月

一
日
現
在
村
内

に
居
住
す
る
全
世
帯
に
つ

い
て
、
各
世
帯

の
持
高
、
構
成
員
の
名
前
、
性
別
、

年
齢
な
ど
が
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
帳
面

に
記
載
さ
れ
た
年
齢
と
性
別
情
報
か
ら
、
わ
れ
わ

れ
は
個
人
お
よ
び
世
帯

の
消
費
単
位
総
数
を
求
め
、

つ
い
で

一
消
費
単
位
当
た
り
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
値
を

算
出
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

史
料
四

こ
の
日
記
は
、
大
籠

の
北
方
約

一
〇

㎞
に
所
在
す
る
東
磐
井
郡
増
沢
村

の
あ
る
肝
入
が
、

自
家

の

一
年
間

の
農
作
業
や
休
日
を
日
付
順

に
簡

潔
に
記
録
し
た
も

の
で
あ
る

(「日
記
」
と
表
記
)。

二
年
分

の
こ
の
史
料
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
当
地
方

(
10

)

の
平
常
年

の
農
業
カ
レ
ン
ダ

ー

(農
事
暦
)
を
表

1
の
よ
う
に
復
元
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

こ
の
暦

を
手
が

か
り
に
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
火
災
日

(弘

化
二
年
旧
暦
四
月

一
二
日
)
の
翌
日

か
ら
収
穫
日

ま
で
の
消
費
日
数
を
穀
物
別
に
決
定
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
る
。
こ
の
日
数
は

一
日
当
た
り

の
食
糧

供
給
量
を
推
計
す
る
た
め
に
不
可
欠

で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
焼
失
穀
類

の
各
々
を

エ
ネ
ル
ギ
ー
値
、

成
分
値

に
換
算
し
、
農
事
暦
か
ら
算
出
し
た
日
数

で
割
り
、
然

る
の
ち
に
す
べ
て
の
穀
類
の
数
値
を

合
計
す
る
等

の
手
順
を
ふ
め
ば
、
平
常
年
に
お
け

る
各
世
帯

の

一
日
当
た
り
供
給
量
を
推
計
す
る
こ

と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

史
料
五

右

の
四
史
料
は
い
ず
れ
も
数
量
情
報

を
含

み
、
本
研
究

に
と

っ
て
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
重
要
な
も

の
で
あ
る
。

一
方
、
藤
沢
町
の

一
商

人
が
書
き
残
し
た
こ
の
世
相
記
録
は
、
東
磐
井
郡

(東
山
)
地
方

に
あ
た
え
た
天
保
飢
饉

の
影
響
を

い
き

い
き
と
伝
え
て
お
り
興
味
深
い
。
自
家

の
史

料
を
末
裔
が
解
読

・
編
集
し
た
も
の
で
二
次
史
料

で
は
あ
る
が
、
こ
の
記
録
は
わ
れ
わ
れ
の
数
量
分

析

の
結
果
を
地
域
と
い
う
よ
り
広

い
文
脈
に
位
置

づ
け
て
理
解
す
る
た
め
の
、
好
都
合
な
質
的
情
報
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表i農 事暦(増 沢村 、文化2[1805]年)

月

(旧暦) 旬

農作粲(作 物別)

大根 ・葱 ・胡麻 ・菊 柴刈リ・木伐

気象・年中行事・休日

水田 畑
卩

煙草・楮 麻・養蚕・藺草米 麦 粟 大豆・小豆

1月

上

中

下

9昌 煙革結い

10日 柴刈り沐 伐り

25日 柴刈り

3日 金昌寺より上山方礼廻り

6日 御年始に行く9～10日 道普請

21～28日(雪降り)

2'月

上

中
下

20日 煙草苗代掘返し 20日 大根糧干し 16日 木伐 り

22日 木伐 り

1日(大 風、雪)

15日(晴 雨)

28日(晴 昼夜風吹く)

3月

上

中

下

11日 田 地境見分

18～26日 苗代打ち(畦 上,畦塗,種洗 い)

28～29日 田打ち

5日 麦地切かけ

8～12日 麦切かけ

5日 煙草地切かけ ア日麻種まき

ア日煙草・楮用甌肥出し

10・13日煙草苗代29日 煙華俵 26日 葱植かえ

2日 木 伐り

13日 木伐 り

22^一23日 木伐り

1日(晴)萱付け

15日(晴 風夜中雪)吉 祥寺頼母子

12日 山境見分27日(雨,晴)苗代休み

4月
上

中

下

1～3・9日 田打ち(家同 士にて仕 廻り)

20～27日 代かき

28～30日 刈敷か り

5・7日麦切かけ6～7日 稟種まき
16日 麦切かけ

29日 粟踏み25・27日 大豆種まき

1日 煙草俵仕極め

3日 煙草付け
5日 菜園切り
8～9日 菊仮植/植替え11^18日 木運び

9日 葱植え

2日(雨)田 打ち休み

15日(曇.雨)

22日(雨)虫 送り休 日

5月

上

中
下

1～3日 刈敷かり3～7日 ふませ

8^17日 早苗取 り・田植 え(10日 惣仕廻り)

25～26日 入草刈 り

16p粟 切かけ仕廻り

20・23・27日 粟 切かけ

28日 粟中抜き

4日 蚕棚つくり 4日 菊本植え

16日 胡麻蒔き

n日(晴)休 日 雷神精進

19日(雨 から晴)入 梅 精進

21・22・24・28日(畳,小 雨)休 日

6月

上

中
下

2～21日 田草取り

22p田 草取り仕廻り

4・6・10日 麦刈り3～7日 粟中抜き9日 大豆切 かけ

23日 麦畑 掘り

25～29日 麦打ち25～27日 粟二鬯19日 畑切か け

4～6日 煙草移植3～8日 桑取り

10～11日 煙草移植9日 蚕大ひき

28日 煙草切かけ18日 繭16切亮り

旧(晴)休 日

15B(時 々曇)休 日

24日(晴)土用休日

7月

上

中

下

旧 麦打ち 〉〉日 小豆むくり

6・9日 麦畑掘 り12^一13日 大豆 草取り

12p小 麦挽き

3日 煙草切かけ、肥つけ2日 麻引き

10・13日煙草二番切かけ

4日 大根蒔き 肥付仕廻り

5日 大根畑掘り
19日 大根蒔き

2日(晴)病 送り,8日雷裨精進 休日
15日 中元御礼出16日 金昌寺参脂

26日(薄畳)

8月
上

噛

中

下

4・6日 畦草刈 り フ～16日 田草取り

14日 苗 代切返し16・17・24日 干草刈り

19日 焼 米稲刈り19酎20日 米搗 き

2日 精麦掲き

5日 麦掲き仕廻り

27日 大豆草取り

9日 楮 麻高三把御出し 14日 肥出し

n日 大根草取り

29日 大根草取り

4日 萱切り 旧(晴)休 日
27日 両村組頭寄合い(不作見分)

22日 法事28日 彼岸晦日休日

閏
8月

上

中

下

6日 干 し草刈 り

14～27日 稲刈り

23～25・29日 稲上げ

5日 畑掘り4・9日 粟刈 り2～3日 大豆草取 り

11～12日 畑掘り23日 粟切り

28～29日 肥つけ24～25日 粟こなし

2日 藺草植え

10日 煙草撹き
18・22～23日煙草撹き

7日(雨)痾送り休日,8日灰焼き

15日(薄曇)休 日 小沢八幡宮で相撲
29日(薄曇)干 厩市に行く

9月

上

中

下

5日 稲上げ

13日 苗代打ち
22日 稲こき

2～8日 麦種蒔き
6日 畑掘りio日 麦蒔き仕廻り14日 大豆打ち

13日 麦打ち

4日 煙草亮り7日 煙草畑返し

16日 煙草俵仕に来る

24・28日煙草のし

5日 肥付け
23日 雪菜木元植え

いのこ起こし

16日 柴刈り

19～晦日 木伐り

23日 萱切り

旧(晴)休 日
18日(大雨)休 ませ申し候

29日(暗)休日 晦日朝雪降る

10月
上

中

下

12～13日 種稲こき

15日 稲こき始め14・24日 稲こき仕廻り

26日 米拵え27日 米搗き28日 するす挽き

ioe煙 草のし

21日 七日町へ煙草下げ

2フ日楮伐り

2～4日 大根づみ揃 え銑 い

7～8日 畑掘り

25日 垣長木仕廻り

5日(晴)午前餅振舞い6日 朝大霜

17日(晴)風 あり寒し

22日(朝霜)

11月

上

中
下

1～2日 米搗き

19日するす晩き

29日 米#1き

3^10日 柴刈 り

11^13.28日 柴刈

6日 木伐り

旧(晴),5日 馬売買
14^16日(風 雪)甚 だ寒し

22～25日嘉蔵酒造に来る,25日頼母子

12月

(1年=383日)

上

中

下

8～9日 糲米抽き

13.15日 米搗き

18日 引臼携き

19日 小麦挽き 11日 下人二人藤沢へ煙草付けに遣る 16日 肥出し 21日 柴刈り

22日 煤拂い

4日(曇)夕方地震

12日新沼村,14日 増沢村籾取納め

23日朝餅つき29日使用人勘定、大雪

資料=史料4に よる。日記の筆者は肝入俊治又は父久左衛門と推定される。文化2年2月1日 現在の俊治の世帯は、人頭俊治(数 え年43歳)、女房(41)、男子4人(zo,15,8、5)、 実父(66)の計7人 からなる亡系冢族と、7人の下人(下男6人
[3738、30,22、20、16,13]と 下女[13]、合計14人 で構成されていた。主な農作業は下人が担当したと考えられる。この年の銭高は、本高4,40フ文、外高17fi文、他村入作515文で、合酎5,098文あった。文化io年2月i日 の世帯は、
俊治(51)、女房(49)、男子2人[16,13]と 女子[9]、干世之助(28)、女房(22)、実父(ア4)の計8人 で構成される直系家族と,6人の下男、合計14人 で構成。銭高は不変。この時期の下人の年季は短くて2年 、長い場合9年 だった。

注)本表は暫定的なものである。 気象の欄、天気「吉」は「晴」と記した。



飢餓と栄養供給

を
与

え

て
く

れ

る

。

二

天
保
飢
饉
下

の
藤
沢
町
と
周
辺

の
状
態

供
給
栄
養

量

(
エ
ネ
ル
ギ
i
値

・
成
分
値
)
の

推
計
法
を
検
討
す
る
ま
え
に
、
飢
饉
下

の
地
域
社

会
の
状
況
を
、
大
籠

の
北
方
約
八
㎞
に
所
在
す
る

在
郷
町
藤
沢

の
商
家
に
残
さ
れ
た
史
料
五

か
ら
復

元
し
て
み
よ
う
。
主
な
引
用
期
間
は
天
保

七
年
旧

暦
八
月
か
ら
同
八
年
六
月

一
〇
日
ま
で
の
約

一
一

ヶ
月
間

で
、
記
述
は
原
史
料

に
従
い
日
付
順
と
し

た
。
な
お
、
原
文
中

の
旧
片
仮
名
は
新
平
仮
名

に

な
お
し
、
適
当
な
箇
所

に
句
読
点
を

つ
け

た
。
ま

た

(

)
内
は
筆
者
の
注
記

で
あ
る
。

天
保
七
年

(
一
八
三
六
)

旧
暦

二
月

・
米
、

二
斗

一
升
よ
り
二
、
三
升

八
月

・
い
よ
い
よ
不
天
気
に
て
諸
作
よ
ろ
し

か
ら
ず
。

稲
も
こ
れ
き
り
と
あ

い
見
え
、

い
よ

い
よ
凶

作

に
あ
い
な
り
候
こ
と
。
こ
の
節
よ
り
米
を

喰

わ

ざ

る

人

、

よ

ほ

ど

あ

い
聞

こ

え

候

こ

と
。

.
盆

中

よ

り
山

々

へ
人

々
登

り

、

毎

日
毎

日

か

て

(糧
)

と

る

よ

う

に
成

候

。

草

は

あ

ら

あ

ら

(粗

方

の
意

か

P
)
取

り

候

事

。

所

々
盗

賊

沙

汰

多

し

。

.
石

巻

、

米

六

升

位

。

同

所

た
び

た

び

騒

動

。

こ
れ

に

よ

り

、

お

上

様

よ

り

お

払

い
米

、

一

人

に

つ
き

一
口

二

合

五

勺

の
割

に

て
、

五

口

詰

め

に

お
払

い
相

成

り

、

こ

れ

に

て
相

静

ま

り

候

よ

し

申

し
来

た

り

候

。

.
盗

人

多

き

に

つ
き

、

と

こ

ろ

ど

こ

ろ

番

屋

を

掛

け

ま

も

り
候

こ

と
。

.

一
関

よ

り

酒

田

の
取

組

米

、

出

来

(し

ゅ

つ

ら

い
)

相

成

り

、

菅

原

氏

両

人

に

て

参

り

候

こ

と
。

.

一
関

様

よ

り

、

江

戸

表

に

て
、

秋

田

様

へ
こ

無

心

米

。

こ

れ

も

相

弁

し

、

一
関

様

よ

り

お

向

き

(迎

・兄
か
P
)

の

お

役

人

、

秋

田

へ
遣

わ

さ

れ

候

こ

と
。

九

月

一
日

.
大

霜

あ

り

。

日

和

ま

た

曇

り
、

時

雨

、

霰

(あ

ら
れ
)

あ

り

大

い

に
寒

し
。

九
月
二
日

・
大
霜
あ
り
。
日
和
に
な
る
。

九
月
三
日

.
大
霜
。
市
米
は
七
升
五
合

で
ず
、
不
引
け
。

蕨
粉
、
新
物

一
升
百

二
十
文

(か
P
)
く
ら

い
。
至

っ
て
高
値
な
り
。

九
月

一
〇
日

.
昨
日
、
大
庄
屋
ご
巡
村

に
て
諸
作
ご
検
分
。

貧
家
助
け

の
儀
ご
談
じ
、
濁
酒
手
造
り
な
ど

も
あ

い
留
め
ら
れ
候
こ
と
。

.
屋
形

(藩
主
伊
達
)
様
、
綿
布
ご
着
用
あ
そ

ば
さ
れ
候

こ
と
。
お
膳
は
お
粥
、
麦
飯
。
白

飯
は

一
度

の
他
(
召
し
上
が
ら
ず
候
よ
し
。

厳
し
く
倹
約
お
お
せ
い
出
さ
れ
候
こ
と
。

九
月

一
四
日

.
千
厩
御
蔵
前
に
て
、
村
村

へ
種
麦
お
貸
し
あ

い
成
り
候
。

九
月
二
四
日

.
米

の
儀
は
六
升
五
合
く
ら
い
。
困
窮
者
は
、

と
て
も
こ
の
節

の
値
段
に
て
は
買
喰
い
致
し

候
よ
う
こ
れ
な
く
、
恐
れ
入
り
候
値
段
に
あ

い
成
り
候
。
問
屋
な
ど
に
て
は
取
引

こ
れ
無
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き

に
よ
り
、
皆
み
な
無
心
買

い
な
り
。

・
石
巻
、
餓
死

の
様
子
あ

い
な
り
、
ご
領
内
第

一
の
渇
命

(飢
饉
で
命
が
危
な
く
な
る
こ
と
)

多
し
。
こ
れ
に
よ
り
お
払

い
米
あ

い
立

ち
候

こ
と
。
ま
た
、
寺
寺

に
お
い
て
粥
施

行
あ
い

立
て
ら
れ
候
こ
と
。

一
人
に
つ
き

一
日
三
杯

の
こ
と
。
明
屋

(家
)
大

い
に
あ

い
出

候
こ

と
。

一
〇
月
二
二
日

・
道
中
筋
、
人
足
は
至

っ
て
弱
く
あ

い
な
り
、

御
諸
士
方
、
御
往
来
日
数
あ
い
掛
か
り
、
延

引
き
あ

い
な
り
候
よ
し
。
馬
に
て
通

る
人
、

米
持
参

い
た
し
候
。

一
一
月
四
日

・
手
前
な
ら
び
に
弥
右
衛
門
お
呼
出
し
、
組
□

(P
)
三
人
な
ら
び

に
藤
沢

一
統

へ
、
大
金

の
ご
用
金
仰
せ
ら
る
べ
き
段
、
仰
せ
渡
さ
れ

戻
こ
と
。

こ
れ
に
よ
り
差
し
上
げ
候
金
高
、

{本
家
、
橋
平
、
皆
長

(各
)
百
二
十

五
両
ず

つ
、
金
三
百
七
十
五
両
な
り
。
久
蔵
金
五
十

両
な
り
。
忠
七
金
七
十
五
両
な
り
。
黄
海
上

場

(地
名
)
菅
原
彦
右
衛
門
金
百
両

な
り
。

鳥
海
村
土
日

(地
名
)
伊
藤
大
助

ほ
か
五
十

両
、
(東
山
)
北
方

に
て
五
口
〆
七
百
五
十

両
に
あ

い
な
り
候
。

一
二
月
二
九
日

(大
晦
日
の
夜
)

・
麦
飯
、
糧
飯
に
て
結
構
な
り
。
白
飯

は
も

っ

た
い
も
こ
れ
無
き
こ
と
に
候
え
ど
も
、
越
年

の
夜

の
こ
と
故
、

一
飯
く
ら
い
白
飯
あ

い
用

い
申
さ
ず
候
て
は
、
召
使

い
の
者
共

へ
も
施

し
に
も
あ

い
成
ら
ず
候
あ

い
だ
、
今
夕
ぼ

か

り
生
飯
に
焼
肴

一
品
に
て
あ
い
用

い
候

こ
と
。

天
保
八
年

(
一
八
三
七
)

旧
暦

一
月
九
日

・
こ
の
辺
に
も
渇
死
こ
れ
あ
り
候
え
ど
も
、
外

外

の
よ
う
に
海
道
死
は
こ
れ
無
く
候
。
ご
城

下
も
札

(藩
札
)
ぼ
か
り
多
く
あ

い
な
り
候

よ
し
。
金
は
不
足
に
あ

い
な
り
候
。
石
巻
相

場
、
米
四
升
五
合
。

二
月
二
日

・
日
和
。
糧
物
不
足
に
な
り
、

い
ろ
い
ろ
吟
味

戻
こ
と
。

1
二
月

一
二
日

・
彼
岸
入
り
口
。
及
川
芳

一
郎
、
手
前
、
忠
七

三
人
よ
り
玄
米
十
二
俵
施
行
申
し
出
。

同
日
、
町
村

へ
こ
救
助
方
肝
入
衆
、
な
ち

び
に
検
断
衆
、
外

に
右
係
り
役
附
き
両
人
、

前
も

っ
て
百
二
十
軒

へ
五
升
ず

つ
渡
し
候
よ

う
申
し
出
候
え
ど
も
、
小
人

へ
割
合

い
申
す

べ
き
段
、
お
役
人
様
よ
り
前
も

っ
て
こ
談
じ

仰
せ
渡
し
に
つ
き
、
小
人
数
に
て

一
組
切
り

あ
い
渡
し
候
よ
う
触
れ
だ
し
候
。

然
る
と
こ
ろ
、
当
日
に
あ

い
な
り

一
組
切

り

の
調
取
揃
え
見
も
う
し
候
と
こ
ろ
、
町
方

な
ど
は
あ
い
受
け
候
儀
、
遠
慮
ま
た
勝
手

の

儀

に
て
受
け
取
ら
ず
と
申
す
者
も
こ
れ
あ
る

由
、
内
な
い
あ
い
聞
こ
え
候
あ
い
だ
、
最
初

小
人
数
千
人
く
ら

い
と
見
詰
め
、
小
人
に
つ

き
五
六
合

の
割
に
見
詰

め
候
と
こ
ろ
、
人
数

調
べ
に
て
思
い
の
ほ
か
減
じ
候
あ
い
だ
、
八

百
人
く
ら
い
と
見
詰

め
。
及
川
裏
に
お
い
て

追
々
人
数
増
し
、
ご
救
助
方
重
立
ち
肝
入
兵

三
郎
殿
、
検
断
清
助
殿
、
そ
の
外
組
頭
役
両

三
人
、
惣
組
頭
中
た
ち
あ
い
、

一
組
切
り
に

割
合
あ

い
渡
し
候
。
こ
の
割
合
、

一
人
に
つ
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き
玄
米
七
合
五
勺
ず

つ
。
惣
小
人
、
千
人
余
。

五
斗
入
り
十
六
俵
。

三
月

一
日

・
今
日
、
ご
家
中

(在
郷

の
武
家
)

へ
施
米

い

た
し
候
。
ご
用
人
様
方
お
頼

み
あ

い
調
べ
の

上
、
上
と
下
と
両
所
お
役
所

に
て
あ

い
渡
し

候
こ
と
。
右
施
主
、
か
が
や
、
皆
長
、
橋
本
、

手
前
、
皆
川
、
〆
五
人
に
て
玄
米

一
石
二
斗

也
、
此
の
金
二
十
五
切
也
。
ご
家
中
貧
家
二

十
九
軒
、
但
し

一
軒

に
四
升
ず

つ
に
成
。
ま

た
検
断
清
助
殿
な
ら
び

に
舎

(弟

か
P
)
忠

七
、
親
方
右
三
人
よ
り
、
塩
八
俵
な
り
。
右

一
軒

へ
七
升
ず

つ
。

三
月
二
八
日

・
酒
田
米
積
み
船
、
気
仙
沼
近
浜

へ
四
艘
ほ
ど

着
き
候
よ
し
案
内
こ
れ
あ
り
。
近
日
入
着

の

よ
し
申
し
来
た
り
候
。
大
い
に
安
心

い
た
し

候
こ
と
。
ま
た
秋
田
米
、
西
古
屋
清

助
衆
買

入
れ
分
、
若
柳
ま
で
参
り
候
よ
し
注
進
。
他

国
米
参
り
申
さ
ず
て
は
、

一
統
凌
ぎ

か
ね
、

誠
以
て
前
代
未
聞
の
飢
饉
。
追
々
人
死
多
し
。

陸
駄
送
分
は
六
升
く
ら
い
の
上
り

に
あ
い
聞

こ
え
虔
。
{

四
月
三
日

・
市
、
町
相
応

に
盛
り
候
え
ど
も
、
喰

い
物
の

た
め
に
て
、
お
粥
、
餅
な
ど
ば
か
り
大

い
に

盛
り
候
。

(当
家
商
い
の
)
木
綿
古
手

の
類
、

一
向
売
れ
ず
。

五
月

一
日

・
石
数
十
三
石
二
斗
也
。
玄
米

に
て
酒
田
の
廻

米
也
。
施

の
仲
間
二
十

一
人
に
て
町
村
千
二
、

三
百
人
見
詰
め
、
小
人
に

一
升
ず

つ
の
割

に

て
施
し
候
こ
と
。
余
村
と
違

い
当
地
は
度
々

の
施
手
当
こ
れ
あ
り
、
大

い
に
よ
ろ
し
。

六
月

一
〇
日

・
気
仙
沼
、
疫
病
お
お
い
に
流
行
。
当
分
、
千

人
ほ
ど
病
死

の
由
。
気
仙
に
肥
後
米
な
ら
び

に
酒
な
ど
、
醤
油
、
酢
ま
で
積
み
入
れ
候
船

着

(船
)
い
た
し
、
米
は

一
歩

に
四
升
五
合

に
あ

い
聞
こ
え
候
こ
と
。

七
月

一
四
日

・
当
町
大
火

九
月

一
八
日

・
新
米

一
斗

一
升

こ
の
記
録
か
ら
次

の
こ
と
が
わ
か
る
。
異
常
気

象
を
契
機
と
す
る
凶
作
に
よ

っ
て
食
糧
不
足
と
な

っ
た
の
で
、
秋
田
、
酒
田
、
肥
後
な
ど
他
藩
他
領

か
ら
米
移
入
措
置
が
と
ら
れ
た
。
ま
た
藩
庫

か
ら

種
麦

の
貸
付
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
石
巻
で
は
民
衆

騒
擾
が
お
き
た
の
で
、
食
糧

・
食
物
の
施
行
が
お

こ
な
わ
れ
た
。
さ
ら
に
石
巻
、
気
仙
沼
な
ど
港
湾

都
市

で
は
多
数

の
餓
死
者
、
病
死
者
が
で
た
。
町

内
窮
民
や
在
郷
家
中

(武
家
)
を
救
済
す

る
た
め
、

有
力
商
人
は
強
制
さ
れ
て
ま
た
自
発
的
に
資
金
を

だ
し
穀
物
の
施
行
を
お
こ
な

っ
た
。
六
月
に
な
る

と
、
気
仙
沼
で
疫
病
が
大
流
行
し
た
。
な
お
、
米

の
市
場
価
格
と
み
ら
れ
る
容
量
記
載
が
散
見
さ
れ

る
が
、
容
量
当
た
り
の
単
価
記
載
が

ほ
と
ん
ど
な

い
の
で
、
地
域
の
米
価
変
動
を
正
確

に
理
解
す
る

こ
と
は
、
残
念
な
が
ら
で
き
な

い
。

こ
う
し
た
記
録
か
ら
、
施
行
が
本
格
的
と
な
る

天
保
七
年
九
月
以
降

の
端
境
期
に
は
、
藤
沢
は
も

ち
ろ
ん
、
村
総
面
積
二
、

=

一
町
歩

の
う
ち
山

林
が
約
九
七
%
を
占
め
た
大
籠
村
で
は
な
お

一
層

の
こ
と
、
下
層
以
下

の
世
帯

の
穀
物

ス
ト
ッ
ク
は
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底
を

つ
い
て
い
た
と
推
定
で
き
よ
う
。

三

食
品

の

エ
ネ
ル
ギ
ー
値

・
成
分

値

の
換
算
方
法

史
料
記
載
の
穀
物
、
食
品

の
エ
ネ

ル
ギ
ー
値

・

成
分
値
換
算
に
つ
い
て
は
、
推
計

に
よ
る
し
か
な

い
。
従

っ
て
、
以
下
の
仮
定

・
前
提
を
設

け
な
が

ら
、
成
分
値

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
値

の
推
計
法

を
確
定

し
た
。

三
1

一

穀
類
の
栽
培
品
種

一
九
世
紀
中
期
前
後
の
東
北
地
方
に
お
け
る
穀

類

の
栽
培
品
種
は
特
定
し
な
か

っ
た
。
な
る
ほ
ど

穀
類

の
成
分
値

・
エ
ネ

ル
ギ
i
値

は
品
種

に
よ
り

異
な
り
、
ま
た
品
種
改
良
が
お
こ
な
わ
れ
る
の
で
、

当
時
と
今
日
と
で
栽
培
品
種
は
当
然
な
が

ら
異
な

る
。
し
か
し
、
そ
の
時
代

の
栽
培
品
種
を
特
定
し

た
り
、
そ
の
分
析
値
を
知
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
。

ま
た
、
仮
に
同

一
品
種
で
あ

っ
た
と
し
て
も
、
気

候

・
季
節
や
地
域
な
ど
生
産
環
境
に
よ
り
、
あ
る

い
は
保
蔵
方
法

に
よ

っ
て
分
析
値
は
か
な
り
変
動

す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
食
品
成
分
表

は

「
…
こ
れ
ら
の
数
値

の
変
動
要
因
に
十
分
配
慮

し
な
が
ら
、
…
分
析
値

・
文
献
値
を
基

に
標
準
的

な
成
分
値
を
求
め
、

一
食
品

一
標
準
成
分
値
を
原

則

と
し
て
記
載
」

(科
学
技
術
庁
資
源
調
査
会
編

『四
訂
日
本
食
品
標
準
成
分
表
』

一
九
八
二
年
、
八

頁
)
し
て
お
り
、
さ
ら
に
成
分
値

の
中

で
変
動
が

問
題
と
な
る
の
は
、
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
で
あ

り
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
値
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
変
動
が

な
い
。
こ
れ
ら
の
理
由
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
栽
培

品
種

の
特
定
を
し
な
か

っ
た
。

な
お
、
栽
培
品
種

の
特
定

は
し
な
い
ま
で
も
、

で
き
る
だ
け
古

い
成
分
分
析
値

(例
え
ば

『
一
九

五
〇
年
版
日
本
食
品
標
準
成
分
表
』
の
値
)
の
方
が
、

一
九
世
紀
中
葉

の
品
種
や
栽
培
条
件
で
の
成
分
値

に
近

い
の
で
は
な
い
か
と
の
考
え
も
あ
ろ
う
が
、

以
前

の
成
分
値

に
は
分
析
技
術
上
問
題
の
あ
る
場

合
も
あ
り
、

一
九
五
〇
年
版
や
そ
れ
以
前
の
成
分

表
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
積
極
的
理
由
は

な
い
。
む
し
ろ
、
『四
訂
日
本
食
品
標
準
成
分
表
』

(以
下
に
お
い
て
は

『四
訂
成
分
表
』
と
表
記
す
る
)

を
用
い
る
こ
と
で
、
現
在

の
栄
養
供
給
状
況
と
比

較
考
察
で
き
る
便
宜
も
あ
る
と
い
う
点
を
考
慮
し

た

。
三
-
二

枡
と
計
量
法

枡
に
よ
る
計
量

の
場
合
、
枡

の
種
類
、
穀
物

の

種
類
、
穀
物
を
枡

へ
入
れ
る
方
法
、
斗
概
の
か
け

具
合
な
ど
に
よ

っ
て
、
容
量

・
重
量
に
相
当
な
差

が

で
る
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
る

(小
泉
、

一
九
八

○
)。
穀
物
配
布

に
使
用
さ
れ
た
枡

の
種
類

は
不

明
だ
が
、
仙
台
藩

で
は
寛
文

八
年

(
一
六
六
八
)

の
幕
府

の
枡
制
統

一
令
を
受
け
、
同
年

一
一
月
九

日
に

「
旧
京
枡
」
を
廃
し

「新
京
枡
」
を
公
定

一

升
枡
に
採
用
し
て
い
る
の
で

(寶
月
、

一
九
六

一
)、

一
九
世
紀

の
大
籠
で
は

「新
京
枡
」
が
使
用
さ
れ

て
い
た
こ
と
に
な
る
。
な

お
、
「旧
京
枡
」
の
サ

イ
ズ
は
五
寸

一
分
四
方

で
、
深
さ
は
二
寸
四
分
五

厘
、
「新
京
枡
」
は
四
寸
九
分
四
方

で
、
深
さ
は

二
寸
七
分
で
あ
る
。

三
-
三

穀
物
容
積
値
か
ら

エ
ネ
ル
ギ
ー
値

・
成

分
値

へ
の
換
算
法

穀
物

の
供
給
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
、
調
理

・

利
用

の
た
め
に
い
か
な
る
加
工
が
な
さ
れ
た
か
を
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推
定
し
、
配
布
さ
れ
た
穀
物
等

の
食
品
と

し
て
の

エ
ネ

ル
ギ
ー
値

・
食
品
成
分
値
を
算
出
し

た
。
す

な
わ
ち
、
(
一
)
配
布

さ
れ
た
形
態

で
の
容
積
値

(斗
)
を
重
量
値

(9
)

へ
換
算
し
、
(
二
)
籾
す

り
等

に
よ

る
損

失

率

(「廃
棄
率
」
)、

お

よ
び

(三
)
精
白
な
ど
加
工

に
よ
る

「歩
留
り
」
を
考

慮

の
上
、

(四
)
『
四
訂
成
分
表
』
か
ら
可
食
部

一

9
当
た
り

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
値

(ぎ
9

を
求
め
、

(五
)
供
給
容
積
値

(斗
)
あ

た
り

の

エ
ネ

ル
ギ

i
値
あ
る
い
は
重
量
値

(9
)
あ
た
り
の

エ
ネ

ル

ギ
ー
値

(ぎ
9

に
換
算

し
た
。
同
様

に
、
成
分

値

に
つ
い
て
も

『四
訂
成
分
表
』
記
載

の
値
か
ら

算
出
し
た
。

そ
の
際
、
換
算

の
前
提
と
す
る
数
値
と
し
て
は
、

平
均
値
あ

る
い
は
最
低
値
を
採
用
し
た
。
こ
の
こ

と
に
よ
り
、
算
出
さ
れ
た

エ
ネ

ル
ギ
ー
値

・
成
分

値
は
低
め
と
な
り
、
そ
の
後
の
栄
養
量
推
計
に
お

い
て

(食
糧
配
布
量
を
過
小
評
価
す
る
可
能
性
は
あ



る
も
の
の
)、
過
大
評
価
す
る
危
険
性

は
な
く
な

る
。

三
-
三
1

一

重
容
量
換
算

ま
ず
、
配
布
さ
れ
た
穀
物

の
容
積
値

(斗
)
か

ら
重
量
値

(9
)

へ
の
換
算
は
、
宮
城
県
庁
が
明

治

二
〇
年

(
一
八
八
七
)
九
月
に
編
纂

し
た

『仙

台
藩
租
税
要
略
』

(巻
二
)
所
収

の

「穀

物
貫
目

の
事
」
に
基
づ

い
て
行

っ
た
。
枡

は
、
前

項
の
よ

う
に
、
「新
京
枡
」
を
使
用
し
て
い
た
と

み
な
し

た
。
量
目

の
記
載
に
幅
が
あ

る
場
合
は
平
均
値
を

と

っ
た
。
容
積
値

(斗
)
か
ら
重
量
値

(9
)

へ

の
換
算
結
果
は
表
2
に
示
さ
れ
て
い
る
。

得
ら
れ
た
換
算
値

の
妥
当
性
に
つ
い
て
は
、
加

用

(
一
九
七
七
)
所
収

の

「主
要
作
物
重
容
量
換

算
表
」
、
お
よ
び
杉

田
他

(
一
九
八
二
)
記
載

の

穀
物

の
容
積
重
値
と
比
較
検
討
し
た
。
な

お
、
換

(
!1

)

算
さ
れ
た
穀
物
重
量

か
ら
俵

の
重
量
を
差

し
引
く

か
否
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
が
、
本
研
究

で
は
控

除
し
て
い
な

い
。

一一一-

三

-

二

廃

棄

率

と

「歩

留

り

」

次

に
、
籾

す

り
な

ど

に

よ

る
損

失

(「廃
棄

率
」
)
す
な
わ
ち
、
当
該
品
目

の
食
品
重
量

か
ら

通
常

の
食
慣
習
に
お
い
て
廃
棄
さ
れ
る
部
分

(重

量
)
を
差
し
引
い
た
後

の
可
食
部
分

の
食
品
全
重

量

に
対
す
る
割
合
、
お
よ
び
精
白
な
ど
加
工
に
よ

る

「歩
留
り
」
を
穀
物
重
量

に
乗
じ
て
、
調
理
に

利
用
可
能
な
食
材
料
量
に
換
算
し
た
。
乗
じ
る
値

は
、
原
則
と
し
て
、
『
四
訂
成
分
表
』
の
記
載
値

に
よ

っ
た
。
ま
た
、
岩
手
県
立
博
物
館
報
告
書

(
一
九
八
九
)
を
参
考

に
し
、
稲
作

以
前

の
東
北

地
方
の
食
習
慣
を
推
量
し
た
う
え
で
、
加
工
方
法

を
推
定
し
た
。

三
-
三
-
三

エ
ネ
ル
ギ
i
値

・
成
分
値
の
推
計

『
四
訂
成
分
表
』
か
ら
各
食
品

の
可
食
部

一
9
の

エ
ネ
ル
ギ

ー
値

(パ
o巴
)
な
ら
び
に
成
分
値
を
求

め
た
。
な
お

『
四
訂
成
分
表
』

の
値
を
採
用
し
た

理
由

に
つ
い
て
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
以
上
の

手
続
き
を
経
て
確
定

し
た
穀
類
別
の
重
量
値
、
廃

棄
率
、
「歩
留
り
」
、

一
g
当
た
り

ぎ
巴

値

か
ら
、

下
記
の
式
に
よ
り
供
給
穀
物
容
量

(斗
)
(あ
る
い

は
供
給
重
量

[9
])
当

た
り

の

エ
ネ

ル
ギ

ー
値

(評
o
巴
)
を
換
算
し
た
。

換
算
式

は
以
下

の
と
お
り
で
あ

る
。

「供
給
穀
物
容
量

(斗
)
当
た
り

の
エ
ネ
ル
ギ

ー
値

(ぎ
巴

11
供

給
穀
物

容
量

(斗
)
×
換

算
重
量
値

(g
/
斗
)
×
籾
す
り
等

に
よ
る
損

失
率

(廃
棄
率
)
×
精
白
等

に
よ
る

「歩

留

り
」
×
エ
ネ
ル
ギ
ー
値

(犀
o巴
)]

ま

た
、
同
様

に
し
て
供

給
穀
物
容

量

(斗
)

(あ
る
い
は
供
給
重
量

[9
])
当
た
り

の
食

品
成

分
値
を
求
め
た
。

三
1
四

穀
類
別
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
換
算

以
下

に
お
い
て
、
「施
穀
帳
」
と

「
火
災
記
録
」

に
掲
載
さ
れ
た
食
糧

で
あ
る
米
、
大
麦
、
小
麦
、

大
豆
、
小
豆
、
蕎
麦
、
稗
、
粟
、
豆
味
噌
を
と
り

あ
げ
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
換
算

の
手
順
を
記
す
。

三
-
四
1

一

米

「水
稲
」
が

「籾
」

こ
れ
を
籾
す
り
し
、
と
し
て
配
布

・
保
存
さ
れ
、

精
白
し
て
、
「半

つ
き
米
」
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と
し
て
食

し
た
と
仮
定

し
た
。
ま
た
、

「白
米
」

と
記
述
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
こ
れ
を

「半

つ
き

米
」

で
あ

る
と
し
た
。
加

工
形
態

を

「半

つ
き

米
」
と
し
た
理
由

は
、
「火
災
記
録
」
に

「白
米
」

の
記
述
が
あ

る
こ
と
、
「
日
記
」

に

「米
搗
」
の

記
載
が
あ
り
、
当
時
も
適
度

に
精
米
し
て
食
し
て

い
た
と
推
定
で
き
る
こ
と
に
よ
る
。

(
一
)

新
籾

一
斗
u

一
二
、
二
二
五
g
、
新
米

一
斗

11

一
六
、
二
四
九
9

(表
2
)。

[換
算
式

三
貫
二
六
〇
匁
/

一
斗

×

三

・
七
五
㎏
/
貫
11

一
二

・
二
二
五
㎏
目

一
二
、

二
二
五
g
]

(二
)

籾

か
ら

「玄
米
」

へ
の
廃
棄
率
。
籾
殻

と

「
玄
米
」
の
重
量
比

は

二
〇

対

八
○

(井
上
、

一
九
九

一
、

=

頁
)
で
あ

る
の

で
、

八
○
%
と
し
た
。

(三
)

「水
稲
」
の

「玄
米
」
か
ら

「半

つ
き

米
」

へ
の

「歩
留
り
」
は
九
五
～
九
六
%

(『四
訂
成
分
表
』、
五
〇
1
五

一
頁
)
で
あ

る
の
で
、
九
五
%
と
し
た
。

(四
)

「水
稲
」

の

「半

つ
き
」
米

一
9
の

エ

ネ
ル
ギ
ー
値
は
三

・
五
三

パ
o
巴

で
あ

る

(
『
四
訂
成

分
表

』
、

五
〇

1
五

一
頁

)
。

三
-
四
1
一
一

大
麦

大
麦
に
は

「皮
麦
」
と

「裸
麦
」
が
あ
る
が
、

東
北
地
方
で
の
栽
培
種
は

「皮
麦
」
で
あ
る

(杉

田
他
、

一
九
八
二
、
八
i
九
頁
)。
ま
た
、
供
給
形

態
が

「玄
麦
」
で
あ

っ
た
か

「精
麦
」

で
あ

っ
た

か
不
明
だ
が
、
「玄
麦
」
で
精
白
度

の
低

い

「七

分

つ
き
押
し
麦
」
と
し
て
調
理
に
用

い
た
と
仮
定

(12
)

し

た
。

(
一
)

大

麦

一
斗

11

九

、

九

二

一
9

(表

2
)
。

表

2

の
ご

と

く
、

『
仙

台

藩

租

税

要

略

』

「
穀

物

貫

目

の
事

」

に

は
、

大

麦

の

容

積

値

(斗

)

か

ら

重

量

値

(
9
)

へ

の

換

算

値

記

載

が

な

い
。

そ

こ

で
、

一
斗

11

一

八

・
〇

三

九

1

(
リ

ッ
ト

ル
)

と

し
、

ま

た

、

「
玄

皮

麦

」

の

容

積

重

は

五

二

〇

～

五

八

O

g
/

1

(杉

田

他
、

一
九

八

二
、

八
-

九

頁

)

で

あ

る

の

で
、

平

均

容

積

重

を

五

五

〇

9

/

♂

と

し

て
、

重

量

値

は

五

五

〇

×

一
八

・
〇

三

九

11

九

、

九

一
=

(
9
/

斗

)
と

算

出

し

た

。

加

用

(
一
九

七

七
、
六
二
四
頁
)
は

一
斗

目

一
〇

・
八
八

㎏
と
し
て
お
り
、
わ
れ
わ
れ
の
換
算
値
は

妥
当
な
数
値
で
あ
る
。

(二
)

「玄
麦
」
と
し
て
供
給
さ
れ
た
と
す
れ

ぽ
、
廃
棄
率
は
○
%
で
あ
る
。

(三
)

「玄
皮
麦
」
か
ら

「精
麦

七
分

つ
き
押

し
麦
」

へ
の

「歩
留
り
」
は
、
六
〇
～
六

五
%

(『四
訂
成
分
表
』
三
八
-
三
九
頁
)

あ

る
い
は
七
二
%

(加
用
、

一
九
七
七
、

八
二
五
頁
)
と

の
こ
と
だ
が
、
安
全
率
を

見
て
低

い
方

の
値
を
採
用
し
、
平
均
六
〇

%
と
す
る
。

(四
)

「精
麦
七
分

つ
き
押
し
麦
」

一
g
の

エ

ネ

ル
ギ
ー
値
は
三

・
四
ニ

ズ
o
巴

で
あ

る

(『四
訂
成
分
表
』
三
八
-
三
九
頁
)。

三
-

四

ー

三

小
麦

(
一
)

小

麦

一
斗

11

=

二
、

五

〇

〇

9

(表

2
)
。

小

麦

一
斗

11

一
八

・
〇

三

九

1

と

す

る

と

、

容

積

重

は
七

四

八

9

/

1

と

な

る
。

小

麦

の
容

積

重

は

一
般

に
六

九

〇

～

七

七
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O

g
/

1

(杉

田
他
、

一
九

八
二
、

一
〇

ー

=

頁

)

で

あ

る

の

で
、

換

算

値

は
妥

当

な

値

で
あ

ろ

う

。

(
二
)

「
玄

穀

」

か

ら

製

粉

し

た

と

し

て

、

廃

棄

率

は
○

%

で
あ

る
。

(三

)

現

在

は
普

通

七

〇

～

七

五

%

の

「
歩

留

り

」

で

あ

る

が

(井

上
、

一
九

九

一
、

一

四
頁

。
杉

田

他
、

一
九

八

二
、

一

一
頁
)
、

天

保

七

年

(
一
八

三

六

)
1

弘

化

二

年

(
一
八

四

五
)
当

時

、

あ

ま

り

製

粉

せ

ず

「
小

麦

粉

(薄

力

粉

)
」

と

し

て

使

用

し

た

(
13

)

と

す

れ
ぽ

、

「
歩

留

り

」

は

七

八

%

(農

林

水

産
大

臣
官

房

調

査

課
、

一
九

九

三

、

二

三
頁
)

く

ら

い

で
あ

ろ

う

。

し

か

し
、

安

全

率

を

採

っ
て

最

低

の
七

〇

%

と

す

る
。

(
四

)

「
小

麦

粉

(薄

力

粉

一
等

)
」

一
g

の

エ

ネ

ル
ギ

ー

値

は

三

・
六

八

閃
o
巴

で

あ

る

(
『
四
訂

成

分
表

』

四
〇

1

四

一
頁

、

お

よ
び

農

林
水

産

大
臣

官

房

調
査

課
、

一
九

九

三
、

二
三
頁

)
。

三

ー

四

-

四

大

豆

(
一
)

大

豆

一
斗

時

一
五
、

五

六

三

9

(表

2
)
。

(
二
)
、

(
三

)

通

常

全

粒

で
食

す

る

の

で
、

廃

棄

率

と

「
歩

留

り
」

は

考

え

な

く

て
よ

い
。

(四

)

「
国

産

全

粒

乾

燥

大

豆

」

一
g

の

エ
ネ

ル

ギ

ー

値

は

四

・

一
七

評
o
巴

で

あ

る

(
『
四
訂
成

分
表

』
九

八
-

九
九

頁
)
。

一一一ー

四

ー

五

小

豆

(
一
)

小

豆

一
斗

11

一
六

、

五

〇

〇

9

(表

2
)
。

(二

)
、

(
三

)

通
常

全

粒

で
食

す

る

の
で

、

廃

棄

率

と

「
歩

留

り

」

は
考

え

な

く

て

よ

い
。

(
四

)

「
全

粒

乾

燥

小

豆

」

一
g

の

エ
ネ

ル
ギ

i
値

は

三

・
三

九

閃
o
巴

で

あ

る

(
『
四

訂

成
分

表
』

九

四
ー
九

五
頁

)
。

三

-

四
-

六

蕎

麦

「
玄

穀

(殻

つ
き
、

玄

蕎
麦

)
」

と

し

て
保

蔵

さ

れ

、

剥

皮

、

製

粉

(挽

砕

)

し

、

こ

れ

を

主

と

し

て

「
そ

ぼ

か

き

」
、

「
そ

ば

餅

」

と

し

て

食

し

た

で

あ

(
14

)

ろ
う
。

い
ず
れ
に
し
て
も
蕎
麦
粉

に
加
工
し
て
か

ら
の
調
理
で
あ
る
。

(
一
)

蕎
麦

一
斗

目

一
〇
、
五
〇

〇

g

(表

2
)。

(二
)

「玄
穀

(殻

つ
き
、
玄
蕎
麦
〉」
と

し
て

保
蔵
さ
れ
て
い
た
と
す
る
と
、
廃
棄
率
は

○
%

で
あ
る
。

(三
)

「黒
蕎
麦
粉
」
に
し
て
使
用

し
た
と
仮

定
す
る
と
、
「歩
留
り
」
は
七
〇
%
と
な

る

(中
央
食
糧
協
力
会
、

一
九
七
六
、
五
九

二
頁
。
『四
訂
成
分
表
』
五
四
-
五
五
頁
)。

(四
)

「蕎
麦
粉

(全
層
粉
)」

一
g
の
エ
ネ

ル

ギ

ー
値

は

三

・
六

一

ぎ
巴

で

あ

る

(『四
訂
成
分
表
』
五
四
-
五
五
頁
)。

三
ー
四
-
七

稗

稗
は

「日
本
に
お
い
て
は
約
六
十
品
種
が
区
別

さ
れ
て
い
る
が
、
育
種
学
的
な
品
種
改
良
は
ほ
と

ん
ど
行
わ
れ
て
い
な

い
」
(相
賀
、

一
九
八
七
)
の

で
、
栽
培
種
は
現
在
と
ほ
ぼ
同
じ
と
考
え
ら
れ
る
。

「
玄
穀
」
で
配
布

・
貯
蔵
さ
れ
、
「
精
白
」
し
て
、

(
15

)

粒

食

調

理

し

た

と

し

た

。

(
一
)

稗

一
斗

11

八

、

二
五

〇

9

(表

2
)
。
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こ

の
容
積
重

は
八
、
二
五
〇

(9
)/

一

八

・
〇
三
九

(1
)
U
四
五
七
9
/
1
と
な

り
、
小
原

(
一
九
八

一
、
五
四
頁
)
の
測

定
結
果
、
「玄
穀
」
稗
無
芒
種

の
そ
れ
と

一
致
す
る
。

(二
)

「玄
穀
」
と
し
て
供
給
さ
れ
た
と
す
る

と
、
廃
棄
率
は
○
%

で
あ
る
。

(三
)

稗
で

「玄
穀
」
か
ら

「精
白
粒

」

へ
の

「歩
留
り
」
は
五
五
～
六
〇
%

(『四
訂
成

分
表
』
五
六
-
五
七
頁
)
で
あ

る

の
で
、

安
全
率
を
採

っ
て
最
低
五
五
%

と
す
る
。

(四
)

稗

「
精
白
粒
」

一
g
の

エ
ネ

ル
ギ
ー
値

は
三

・
七

〇

評
o
巴

で
あ

る

(『四
訂
成

分
表
』
五
六
-
五
七
頁
)。

三
ー
四
ー
八

粟

栽
培
種
は
現
在
と
ほ
ぼ
同
じ
と
考
え
、

「玄
穀
」

で
配
布
さ
れ
、
「精
白
」
し
て
、
粒
食
調

理
し
た

(
16

)

と
し
た
。
表
2
の
よ
う
に
、
『仙
台
藩
租
税
要
略
』

「穀
物
貫
目

の
事
」
に
は
容
積
値

(斗
)
か
ら
重

量
値

(貫
)

へ
の
換
算
値
の
記
載
が
な

い
の
で
、

一
斗
11

一
八

・
〇
三
九
1
と
し
、
粟
の
容
積
重
を

五

五

〇

～

六

二

〇

g
/

1

(食

品

鑑

別

・
検

査

法

研

究

会

、

一
九

八
七

に

よ

る
)

の
平

均

値

五

八

五

9
/

1

と

し

て
換

算

し

た

。

(
一
)

粟

一
斗

日

一
〇

、

五

五

三

g

(
一
八

・

〇

三

九

×
五

八
五
)
。

(
二

)

「
玄

穀

」

と

す

る

と

、

廃

棄

率

は

○

%

で

あ

る
。

(
三

)

「
精

白

粒

」

へ
の

「
歩

留

り
」

は

七

〇

～

八

○

%

(
『
四
訂

成

分

表
』

三

八
-

三
九

頁

)

で

あ

る

の

で

、

こ

こ

で

は

七

〇

%

と

し

た

。

(
四

)

「
精

白

粒

」

一
9

の

エ
ネ

ル

ギ

ー

値

11

三

・
六

四

評
o
巴

で

あ

る

(
『
四

訂

成

分

表

』

三

八
-

三
九

頁
)
。

三
1
四
-
九

豆
味
噌

容
量
、
味
噌

の
種
類
、
製
法

(
一
年
味
噌
、
三

年
味
噌
な
ど
)、
製
造
時
期
、
火
災
当
日
ま
で

の

既
消
費
分
な
ど
を
確
定
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。

こ
の
う
ち
味
噌
の
種
類
は

「火
災
記
録
」
に
お
け

る
味
噌
の
記
録
か
ら
、
大
豆
味
噌
で
あ
る
こ
と
が

(
17

)

わ
か
る
。
ま
た
、
製
法
、
製
造
時
期
を
古
沢

二

(
18

)

九

八
四
)

の
記

載

内

容

と

同

一
と

仮

定

す

る
と

、

こ

の
製

法

で

は
十

分

発

酵

さ

せ

て

い

な

い
可

能

性

も

あ

る
。

そ

こ

で
、

『
四

訂

成

分

表

』

(
一
〇

〇

1

一
〇

一
頁

)

に

記

載

さ

れ

て

い

る

コ
豆
味

噌

」

の

二

・

一
七

評
o
p。
一/

9

よ

り

消

化

率

は

低

い

と

推

定

し
、

エ
ネ

ル
ギ

ー
値

は

「
ゆ

で
大

豆

」

の

一

・

八

○

評
6
巴
/

9

と

の
中

間

の
値

と

し
、

二

・
○

○

評
o
巴
/

9

と

し

た
。

従

っ

て

、

味

噌

一
匁

(
一一丁

七

五

9
)

の

エ

ネ

ル
ギ

ー

値

は

、

三

・
七

五

×

二

・
○

○

(ぎ

9

11

七

・
五

評
∩
巴

と

な

る
。な

お

、

「
味

噌

大

豆

」

と

記

載

の
あ

る
も

の

は
、

「
国

産

全

粒

乾

燥

大

豆

」

と

し

て
、

大

豆

の

項

(三
-

四
-

四
)

の
換

算

方

法

に
従

っ
た
。

四

異
常
年

の
栄
養
供
給
量
ー

大

籠
村

「施
穀
帳
」

か
ら

の
推
計

四
-

一

受
領
11
配
布
物
資

の
収
支

ま
ず

「施
穀
帳
」

に
記
載
さ
れ
た
事
実
を
正
確

に
理
解
す
る
こ
と
か
ら
始

め
よ
う
。
付
表
は
村
受

領
物
資
を
、
日
付

(年
月
日
)
に
従

い
、
種
類
別

に
整
理

・
復
元
し
た
も

の
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
る
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と
、
籾
や
大
麦
な
ど
の
主
食
用
穀
物
が
農
繁
期
に

的
を
絞

っ
て
貸
付
ら
れ
、
給
与
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。
す
な
わ
ち

「作
立
籾

・
大
麦

」
は
播

種

に
備
え
て
の
畝
や
苗
床
づ
く
り
、
「
仕
付
籾

・

大
麦
」
は
水
田

の
耕
起

・
代
掻
き
作
業
、
「田
植

籾

・
大
麦
」

は
字
義

の
通
り
で
あ
り
、
「
越
盆
米
」

が
田

の
草
取
り
を
念
頭

に
お
い
た
籾

の
配
布
で
あ

る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は

エ
ネ

ル
ギ

ー
消
費

の
激
し
い
労
働

で
あ
る
か
ら
、
あ
ら
か
じ

め
食
糧
を
与
え
て
耕
作
を
促
さ
な
け
れ
ば
農
作
業

は
放
棄
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
耕
作
放
棄
と
な
れ
ば
当

年

の
収
穫

は
激
減
し
、
種
子
の
確
保
が
困
難
と
な

れ
ぽ
、
翌
年

に
ま
で
凶
作
の
影
響
を
ひ
き

の
ば
す

結
果
と
な
る
。
各
世
帯
に
よ
る
自
力
の
耕
作
と
収

穫
物
確
保
と
を
外
部
か
ら
援
助
す
る
こ
と
に
、
貸

付
と
救
助

の
狙
い
が
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

次
に
村
受
領
物
資

の
総
量
と
世
帯
配
布
物
資

の

総
量
と
を
計
算
し
て
比
較
対
照
し
、
受
領
物
資
が

「
公
正
」

に
配
布
さ
れ
た
か
ど
施

・
も
し
事
前

に
控
除
が
あ

っ
た
と
す
れ
ぽ
ど

の
よ
う
な
物
資

で

あ

っ
た
の
か
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
表
3
に
は

一
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飢餓と栄養供給

四
ケ
月
間

(
一
八
三
六
年
八
月
～
三
七
年
九
月
)
の

受
領
11
配
布
物
資
が
種
類
別
に
整
理
さ
れ

て
い
る

(本
表
に
は
、
天
保
八
年

[
一
八
三
七
]

一
〇
月
三
〇

日
に
肝
入
が
受
領
し
、
そ
の
ま
ま
留
保
し
た
籾

口

五
斗
]
と
大
麦

[五
斗
]
は
含
ま
れ
て
い
な
い
)。

「村
受
領
分
」
と

「
世
帯
配
布
分
」
と
の
格
差
比

率

(%
の
項
)
を
見

て
み
よ
う
。
村

と
し

て
受
領

し
た
が
世
帯

へ
の
配
布
記
録
が
な

い
物
資

と
し
て

は
、
大
豆

(三
七
斗
)、
種
籾

(二
八

・

一
斗
)、

胡
椒

(三
二
袋
)、
そ
し
て
お
札

(三
ッ
)
が
あ
る
。

受
領
記
録

に
は
、
「大
豆
」

一
二
斗
を
八
○
人

へ

(
一
世
帯
当
た
り

一
・
五
升

の
割
り
で
)
配

布
し
た

と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
各
世
帯

へ
の
配
布
記
録

は
な
い
。
な
ぜ
記
録
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
、
そ
の

理
由
は
不
明
で
あ
る
。
「種
籾
」
は
肝
入

の
管

理

の
も
と
で
五
斗
分
を
苗
代
用
に
播
種
し
た
と
記
さ

れ
て
い
る
の
で
、
残
る
二
一二
斗
も
村

で
管

理
さ
れ

た
可
能
性
が
た
か
い
。

一
方
、
「
ひ
じ
き
」
「種
大

豆
」
「大
根
種
」
な
ど
は
受
領
額

の
半
分
程
度

又

は
そ
れ
以
下
し
か
各
世
帯

に
配
布
さ
れ
て
い
な

い

が
、
そ

の
理
由

は
不
明
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て

「籾
」
「大
麦
」
「種
大
麦
」
な
ど
主
食

に
か
か
わ

る
穀
物
は
、
そ
の
九
〇
%
以
上
が

「
貸
付
」
穀

で

あ

っ
た
こ
と
も
反
映
し

て
、
村
受
領
額

の
八
○

～
九
〇
%
が
、
「稗
」
「味
噌
」
は
そ
の
大
部
分
が

各
世
帯

へ
配
布
さ
れ
た
。
物
資
が

「
公
正
」
に
配

布
さ
れ
た
か
否
か
を
判
断
す
る
に
は
、
天
保
飢
饉

下
の
大
籠
村
民
が
お
か
れ
た
悲
惨
な
状
態
と
そ
の

急
速
な
変
化
、
村
役
人
の
管
理

・
統
制
力
の
弛
緩

(
20

)

な
ど
を
考
慮

に
い
れ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
そ
う

考
え
る
と
、
世
帯

へ
の
物
資
配
布

は
概
ね

「
公

正
」
に
行
わ
れ
た
と
言
え
そ
う
で
あ

る
。

四
ー
二

推
計
対
象
と
計
算
手
順

こ
こ
で
各
世
帯

へ
の
配
布
量
を

「施
穀
帳
」
か

ら
集
計

・
整
理
し
、
世
帯
別
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給

値
を
推
計
す
る
た
め
の
基
礎
デ
ー
タ
を
作
成
し
て

み
よ
う
。
そ
の
際
に
以
下
の
点
を
考
慮

に
入
れ
た
。

第

一
に
、
推
計
の
期
間

(日
数
)
と
対
象

(食
物
)

で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
推
計
期
間
を
天
保
七
年

一

二
月
か
ら
八
年
五
月
ま
で
の
六
ケ
月
間

に
限
定
し
、

推
計
対
象
食
品
を
籾
、
大
麦
、
稗
、
味
噌
の
み
に

限
る
こ
と
に
し
た

(表
3
を
見
よ
)。
詳
し
い
説
明

は
省
く
が
、
穀
物
が
集
中
的
に
配
布
さ
れ
た
の
は

こ
の
六
ヶ
月
間
で
あ

っ
た
。
ま
た
大
豆
は
配
布
記

録
が
な
い
の
で
割
愛
し
、
ひ
じ
き
と
塩
は
計
算
か

ら
除
外
し
た
。

第
二
に
、
配
布
さ
れ
た
金
銭
は
、
こ
の
時
期
が

凶
作
下

の
非
常
時

で
あ

っ
た
の
で
、
そ
の
全
額
が

主
食

の
中
心
で
あ
る
大
麦

の
購
入
に
充
当
さ
れ
た

と
仮
定
し
、
そ
の
エ
ネ

ル
ギ

ー
値
も
算
出
す
る
こ

と
に
し
た
。
そ
こ
で
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
値
は
現
物
配

布
量

(以
下
単
に

「
現
有
」
と
表
記
)
の
み
を
べ
ー

(21
)

ス
と
し
た
推
計
値
と
、
現
有
分

に
金
銭
購
入
分
を

加
え
た
配
布
量

(「購
入
」
と
表
記
)
を

ベ
ー
ス
と

し
た
推
計
値
、
以
上
二
種
類
が
算
出
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。

第
三
に
、
各
世
帯

の
人
数

(世
帯
規
模
)
に

つ

い
て
は
、
死
亡
数

の
急
増
を
考
慮

に
い
れ
て
、
三

種
類

の
数
値
が
利
用
可
能
で
あ
る
。

一
つ
は

「施

穀
帳
」
記
載
の

「家
内
人
数
」

(以
下
㈲
と
表
記
)、

二
つ
は
天
保
八
年

の

「宗
門
人
数
改
帳
」
記
載

の

人
数

(旧
暦
二
月

一
日
現
在
の
数
値
、
ω
と
表
記
)、

三

つ
は
天
保
八
年
と
九
年
の
二
つ
の

「宗
門
人
数

改
帳
」

に
記
載
さ
れ
た
人
数

の
中
間
値

(ω
と
表

(
22

)

記
)
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
推
計
値
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現有(N=104)

購入(N=104)

図11世 帯1日 当た りエネルギ ー分布

と
し
て
六
種
類

「
二

(現
有
、
購
入
)
×
三

(㈲
、

㈲
、
㈲
)
11
六
]

の
推
計
値
を
だ
し
、
相
互
に

比
較
で
き
る
よ
う
に
設
計

し
た

(な
お
煩
雑
さ

を
避
け
る
た
め
、
ま
た
現
有
と
購
入
と
で
推
計
結

果
に
大
差
が
な
か
っ
た
の
で

(図
1
)
、
収
録
図
は

「現
有
」
ベ
ー
ス
の
推
計
値
に
限

っ
た
)。
具
体
的

な
計
算
手
順
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
簡
潔
な

説
明
と
な

る
よ
う

一
世
帯

(11

一
レ
コ
ー
ド
)

を
例

に
と
り
記
述
す
る
。

(
一
)

一
世
帯
当
た
り
六
ケ
月
間

の
配
布
総

量
を
食

品

(籾
、
大
麦
、
稗
、
味
噌
)
別

に

算
出
す
る
。
第
三
節
で
確
定
し
た
栄
養
量
計

算
式

(穀
類
別
)
に
こ

の
数
量
を
あ

て
は
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
値
を
算
出
す
る
。

次
に
こ
の
四
種
の
数
値
を
合
計
し
、

一
世
帯

分
の
供
給
総
量
を
求
め
る
。
こ
の
総
量
は
、

先
に
述

べ
た
よ
う
に
、
二
種
類

(現
有
と
購

入
と
)
が
算
出
さ
れ
る
。

(二
)

六
ケ
月
間

の
総
日
数
は

一
七
七
日
で

(
23

)

あ

る

か
ら

、

(
一
)

で
得

た

数

値

を

こ

れ

で

除

せ
ば

、

一
世

帯

一
日

当

た

り

エ
ネ

ル
ギ

ー

値

が

え

ら

れ

る
σ

次

に

こ

の
総

日

数

(
一
七

七
)
に
世
帯
人
数
を
乗
じ
て

一
世
帯
当
た
り
受

給
者
総
数

(延
べ
人
数
)
を
だ
す
。

一
世
帯

一

日
当
た
り
供
給
量
を
こ
れ
で
除
せ
ば
、

一
人

一

日
当
た
り
供
給
量
が
え
ら
れ
る
。

(三
)

「宗
門
人
数
改
帳
」
か
ら
世
帯
員

一
人

一
人

の
年
齢
を
拾

い
だ
し
、
各
人
を

エ
ン
ゲ
ル

が
考
案
し
た
消
費
単
位

に
換
算
す
る
。
次
に
こ

れ
を
合
計
し
て

一
世
帯
当

た
り
消
費
単
位
総
数

を
算
出
す
る
。

一
世
帯

一
日
当
た
り
供
給
量
を

こ
れ
で
除
せ
ば
、

一
消
費
単
位

一
日
当
た
り

の

供
給
量
が
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
て

一
世
帯
に
つ

き
三
種

の
推
計
値
が
え
ら
れ
る
。

(四
)

「施
穀
帳
」

に
記
載
さ
れ
た
世
帯

の
社

会
階
層
区
分
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
て
、

エ
ネ
ル

ギ
ー
供
給
量
に
階
層
差
が
観
察
さ
れ
る
か
否
か

を
検
証
す
る

(「施
穀
帳
」
記
載
の
階
層
区
分
の

妥
当
性
に
つ
い
て
は
、
表
4
の

「階
層
別
銭
高
」

の
項
を
見
よ
)。
具
体
的

に
は
、
上

に
述

べ
た

三
指
標

(
一
世
帯

一
日
、

一
人

一
日
、

一
消
費
単

位

一
日
当
た
り
供
給
量
)
に

つ
い
て
、
階
層
別

分
布
曲
線
を
描
き
、
配
布
時
に
困
窮
度
が
考
慮

さ
れ
た
か

(低
い
階
層
に
厚
く
配
分
さ
れ
た
か
)
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表4社 会階層別の持高と世帯規模

1階 層別銭高*:「 宗門人数改帳」(天 保7年[1836]旧 暦2月1日 現在)

平均
最大値
最小値
分散
標準偏差
銭高総数

2-1

平均
最大値
最小値
分散
標準偏差
総人数

2-2

平均
最大値
最小値
分散
標準偏差
総人数

2-3

平均
最大値
最小値
分散
標準偏差
総人数

上民 民 民 民+死 亡+無行方A計一
(文)

(文)

(文)

(文)

486.50

1380

76

149811.25

387.05

4865

342.87

684

113

22049.72

148.49

10286

264.49

930

13

51704.72

227.39

13489

182.42

606

42

20043.61

141.58

3466 32106
(%)15.232.042.010.8100

階層別世帯規模:

(人)

(人)

(人)

(人)

%

階層別世帯規模:

(人)

(人)

(人)

(人)
o/a

階層別世帯規模:

(人)

(人)

(人)

(人)

%

「施穀帳亅(天保7年[1836]旧 暦8月以降)

上民 民 民 下
6.4

9

3

5.24

2.29

64

10.6

6.6

12

1

5.57

2.36

198

32.8

5.4

10

2

3.37

1.83

273

45.2

民+死亡+無 行方A計
3.6

7

2

1.60

1.27

69

11.4

604

100

「宗門人数改帳」(天保8年[1837]旧 暦2 ,月1日現在)

上民 民 民 民+死亡+無行方A計
6.2

10

3

4.76

2.18

62

10.1

6.4

12,

1

4.94

2.22

187

30.5

5.?

12.

1

5.07

2.25

291

47.4

3.9

7

2

1.67

1.29

74

12.1

614

100

「宗門人数改帳」(天保9年[1838]旧 暦2 ,月1日現在)

上民 中民 民 民+死 亡+無行方A計
6.0

9

4

3.45

1.86

61

13.6

5.7

12

2

4.77

2.00

167

37.1

4.0

10

0

5.14

2.2?

202

44.9

1.1

6

0

3.00

1.73

20

4.4

450

100

*仙 台藩では、農民の土地所有規模は米の単位(石 高)で はなく銭の単位で表示された1



否
か
を
検
証
す

る
。

四
-
三

推
計
結
果

四
-
三
-

一

一
世
帯

一
日
当
た
り

エ
ネ

ル
ギ

ー

供
給
量

(
一
)
全
体

の
分
布

図
1
に
見
る
よ
う
に
、

一
世
帯
当
た
り
供
給
量

は
六
〇
〇

評
o巴

以
上
～
三
、
六
〇
〇

犀
o
巴

未

満
と

い
う
相
当
ひ
ろ
い
範
囲
に
分
布
し
て
お
り
、

そ
の
格
差
は
三
、
○
○
○

吋
o
巴

に
も
な

る
。
分

布
の
中
心
は

一
、
四
〇
〇

パ
o
巴

未
満
～

二
、
○

○
○

評
o巴

未
満
に
あ
る
が
、
こ
の
よ
う

に
限
定

し
て
も
格
差
は
六
〇
〇

犀
o
巴

あ
る
。
現
有
と
購

入
と
を
比
べ
る
と
、
当
然
で
あ
る
が
、
後
者
が
全

体
と
し
て
少
し
右

に
シ
フ
ト
し
て
い
る
。

し
か
し
、

支
給
さ
れ
た
金
額
す
な
わ
ち
そ
の
換
算
大
麦
量
が

僅
少

で
あ

っ
た
た
め
、

シ
フ
ト
の
幅
は
顕
著

で
は

な
い
。

(二
)
階
層
別
分
布

各
世
帯

へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
量

に
は
格
差
が

あ

っ
た
ろ
う
か
。
「施
穀
帳
」
記
載

の
世
帯
階
層

区
分
を
そ
の
ま
ま
使
用
し
て
こ
れ
を
検
討

し
て
み

た

(図
省
略
)
。
現
有
ベ
ー

ス
に
つ
い
て
分
布
を

見
る
と
、

一
世
帯
当
た
り
供
給
量
が
多

い
の
は
中

民

(二
、
○
○
○

評
o巴

未
満
～
二
、
六
〇
〇

評
o
巴

未
満
)
で
あ

り
、

つ
い

で
下

民

(
一
、
四
〇
〇

ぎ
巴

未
満
～
二
、
○
○
○

ぎ
巴

未
満
)
が

中
間

に
位
置
し
、
下
下
民
以
下
世
帯

へ
の
供
給
は

(サ

ソ
プ
ル
数
が
僅
少
で
、
分
布
に
規
則
性
を
見
い
だ
す

こ
と
は
難
し
い
が
)
最
も
少
な
か

っ
た
と
見

て
よ

さ
そ
う

で
あ
る
。
こ
の
格
差
は
世
帯
規
模

の
大
小

に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
穀
物
が
中
民
世
帯
に
厚
く

配
分

(貸
与

・
給
付
)
さ
れ
た
た
め
で
は
な

い
。

換
言
す
れ
ば
、
中
民
の
世
帯
規
模

は
下
民

の
そ
れ

よ
り
約

一
人
、
下
民
の
世
帯
規
模

は
下
下
民
以
下

の
そ
れ
よ
り

一
・
八
人
多
か

っ
た

(表
4
参
照
)

の
で
、
そ

の
結
果
供
給
量
が
多
く
な

っ
た
の
で
あ

る
。

こ
う
し
て
見
る
と
、
図
1
は
三
階
層

に
固
有

の
分
布
が
合
成
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
が
分
か

る
。
な
お
、
購
入
ベ
ー
ス
の
分
布
も
以
上
と
大
差

が
な
か

っ
た
。

四
-
三
-

二

給
量

一
人

[
日
当
た
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
供

(
一
)
全
体

の
分
布

一
人

一
日
当
た
り

エ
ネ
ル
ギ

ー
供
給
量

(現
有

㈲
、
㈲
、
㈲
)
の
分
布
は
図
2
に
示
さ
れ
て
い
る
。

現
有
◎

の

一
部
を
除
き
、
数
値
は

一
五
〇

評
o
巴

未
満
～
五
五
〇

評
o
巴

未
満
の
間
に
分
布

し
て
い

る
。
そ
の
格
差
は
四
〇
〇

パ
o
巴

で
あ
り
、

一
世

帯

一
日
当
た
り
供
給
量
と
く
ら
べ
る
と
、
分
布
幅

は
か
な
り
収
斂
し
て
く
る
。
分
布

の
中
心
は
二
五

〇

評
o
巴

未
満
～
四
五
〇

評
o
巴

未
満

に
あ
り
、

格
差
は
さ
ら
に
縮
小
し
て
二
〇
〇

犀
o
巴

と
な
る
。

な
お
、
現
有
と
購
入
と
で
分
布

に
大
差
は
な
か

っ

た

(図
省
略
)
。

(二
)
階
層
別
分
布

分
布
の
バ

ラ
ツ
キ
が
比
較
的
小
さ
く
正
規
分
布

に
近

い
型
を
し
て
い
る
の
は
、
図
2
か
ら
も
明
ら

か
な
よ
う
に
、
現
有
で
も
購
入
で
も
、
「施
穀
帳
」

記
載
の
世
帯
人
数
を
使
用
し
た
㈲

の
場
合
で
あ

っ

た
。
そ
こ
で
、
現
有
㈲
と
購
入
㈲

に
お
け
る

一
人

当
た
り

エ
ネ

ル
ギ
ー
供
給
量
を
階
層
別
に
検
討
し

て
み
た

(図
省
略
)
。
す

る
と
、
供
給
量

は
ど

の

階
層

で
も

一
五
〇

評
o
巴

未
満
～
五
五
〇

吋
o
巴

未
満

の
範
囲
に
ほ
ぼ
収
ま

っ
て
お
り
、
対
象
世
帯
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現有(a)N冨103

㎜ 鴎 齢現有(b)N =103

剛日 一 現 有(c)N=103

図21人1日 当た りエ ネルギー供 給量分布(現 有 、全世 帯)

全世帯(N=104)

中民世帯(N=34)

下民世帯(N=51)

下下民以下(N=19)

図31消 費単位1日 当た りエネルギ ー供給量分布(現 有。全体+社 会階層別)

の
階
層

・
困
窮
度
と
は
無
関
係
に
ほ
ぼ
平

等

に
食
糧
配
布
が
行
わ
れ
た
と
見
な
し
て

よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
配
布
の

「
公
正
性
」

と
い
う
視
点
で
見
る
と
、
こ
の
デ
ー
タ
が

含
意
す
る
と
こ
ろ
は
重
要
で
あ
る
。

四
-
三
ー
三

一
消
費
単
位

一
日
当
た
り

エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
量

全
世
帯

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
量
分
布
は
、

図
3
に
見

る
よ
う
に
、
ほ
ぼ
九
五

犀
o
巴

未
満
～

一
四
〇

吋
o巴

未
満

に
収
ま

っ
て

お
り
、
そ
の
格
差

は
わ
ず

か
四
五

評
o
巴

(広
く
と
っ
て
も
約

一
〇
〇

閃
8
一)
で
、
三

つ
の
推
計
値
の
な
か
で
最
低
と
な
る
。
こ

れ
を
階
層
別
に
見
る
と
、
下
下
民
以
下
世

帯

の
最
頻
値

の
み

一
一
〇

評
o巴

未
満

の

位
置

に
あ
り
、
他

の
二
階
層
と
比
較
し
て

若
干

の
格
差
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
差

は
わ
ず
か

一
五
～
三
〇

評
o
巴

で
ネ
グ
リ

ジ
ブ

ル
な
範
囲
に
あ
る
。

こ
こ
に
、
消
費

単
位
と
い
う
指
標
を
使
用
す
る
こ
と
の
メ

リ

ッ
ト
が
遺
憾
な
く
現
れ
て
い
る
。
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本
節

で
は
、

一
〇
四
世
帯
に
対
す
る

一
日
当
た

り

エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
量
を
三
つ
の
水
準
で
推
計
し

た
。
そ
の
結
果
は
表
5
に
要
約
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
に
よ
る
と
、

一
人

一
日
当
た
り

の
供
給

量
は
三

二
〇

〆
o
巴

前
後
、

一
消
費
単
位

一
日
当

た
り
供

給
量
は

一
一
〇

評
o
巴

と
な

っ
た
。
標
本
誤
差
、

標
準
偏
差
の
数
値

に
典
型
的
に
現
れ
て
い
る
よ
う

に
、

一
消
費
単
位
当

た
り

の
推
計
値
が
も

っ
と
も

信
頼
性
に
富
む
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ

に
対

し
て
、

一
世
帯
及
び

一
人
当
た
り
推
計
値
は

一
つ
の
目
安

と
し
て
の
み
使
用
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
、

こ
の
表

は
物
語

っ
て
い
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
食
糧

の
大

部
分
は
公
的
に

「貸
付
け
」
ら
れ
た
の
で
当
然
と

も
言
え
る
が
、
世
帯

へ
の
配
布
は
公
正
か

つ
整
然

と
お
こ
な
わ
れ
た
と
断
言
し
て
よ
か
ろ
う
。

五

平
常
年

の
栄
養
供
給
量
-

保

有
穀
物
か
ら
の
推
計

五
1

一

推
計
の
対
象

平
常
年

(
一
八
四
五
)
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
供
給
量

の
推
計
期
間
と
推
計
対
象
は

つ
ぎ

の
と
お
り
で
あ

る
。
推
計
期
間
は
穀
物

の
種
類
ご
と
に
異
な
ら
ざ

る
を
え
な
い
。
ま
ず
、
こ
の
火
災

は
起
き
ず
、
保

有
食
糧

の
す
べ
て
が
次

の
収
穫
時
ま
で
、

一
日
当

た
り
均
等
に
自
家
消
費
さ
れ
る
も
の
と
仮
定
す
る
。

こ
う
仮
定
し
た
う
え
で
、
「
日
記
」

(表
1
)
か
ら

穀
物
別
に
収
穫
予
定
日
を
決
定
し
、

こ
れ
を
基

に

消
費
日
数

(す
な
わ
ち
、
火
災
の
翌
日

[旧
暦
四
月

=
二
日
]
か
ら
予
定
収
穫
日
ま
で
の
日
数
)
を
復

元

・
算
出
す
る
と
、
次
の
と
お
り
と
な
る
。
米

一

九
五
日
、
麦

一
〇
七
日
、
蕎
麦

一
八

一
日
、
稗
と

粟

一
五

一
日
、
大
豆
と
小
豆

一
五

一
日
、
味
噌
は

三
五
四
日
で
あ
る
。

推
計
対
象

は

「火
災
記
録
」

(史
料
二
)
に
書

き
上
げ
ら
れ
た
八
世
帯

の
保
有

(
11
焼
失
)
穀
物

量

で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
種
子
の
控
除
は
な
く
、

ま
た
販
売
も
追
加
購
入
に
よ
る
消
費
も
な
く
、
さ

ら
に
書
き
上
げ
ら
れ
た
保
有
穀
物
量

に
過
大
申
告

は
な
か

っ
た
も
の
と
仮
定
す
る
。
八
世
帯
分

の
穀

物
総
量
を
集
計

す
る
と
、
籾
九
九
斗
、
白
米

二

二

・
三
斗
、
大
麦
七
五
斗
、
搗
麦
三
九
斗
、
小
麦

五
斗
、
蕎
麦
四

一
・
三
斗
、
稗
五
斗
、
粟
二
五
斗
、

大
豆

一
〇

・
三
斗
、
小
豆

一
・
五
斗
、
そ
し
て
大

豆
味
噌

(煮
豆
)
が

一
一
九
斗
と
な

っ
た
。

五
1

二

推
計
結
果

五
-
ニ
ー

一

三
つ
の
推
計
値

第

一
節
で
確
定
し
た
計
算
式
を
保
有

(11
焼
失
)

穀
物
に
あ
て
は
め
て

エ
ネ

ル
ギ
ー
値
を
算
出
し
、

こ
れ
ら
を
合
計
し
た
と
こ
ろ
、
被
災
世
帯
全
体

の

供
給
総
量
は

一
日
当
た
り
八
八
、
八
○
○

閃
o
巴

と
な

っ
た
。
こ
れ
を
八
で
除
し
て

一
世
帯

一
日
当

た
り
供
給
量
を
求
め
る
と

一
一
、

一
〇
〇

評
o
巴

と
な

る
。
弘
化

一
年

(
一
八
四
四
)
と
同

三
年

(
一
八
四
六
)
の

「宗
門
人
数
改
帳
」
か
ら
確
定

で
き
る
、
弘
化
二
年

(
一
八
四
五
)
旧
暦
二
月

一

日
現
在

の
八
世
帯

の
総
人
数
は
四
〇
人
で
あ

っ
た

か
ら
、

一
人

一
日
当
た
り
供
給
量
は
二
、
二
二
〇

評
o
巴

で
あ
る
。
次

い
で
、
こ
の
四
〇
人

の
消
費

単
位
総
数
を
計
算
す
る
と

一
〇
七

・
九
と
な
る
か

ら
、

一
消
費
単
位

一
日
当
た
り
供
給
量
は
八
二
三

吋
o巴

で
あ

る
。
こ
れ
を
異
常
年

の
数
値
と
比
較

し
て
み
よ
う
。
表

5
に
示
し
た
と
お
り
、
飢
饉
時

の

一
人

一
日
当
た
り
お
よ
び

一
消
費
単
位

一
日
当

た
り
栄
養
供
給
量

は
そ

れ
ぞ

れ
三

二
〇

醤
o
巴

(中
央
値
。
平
均
値
は
三
六
〇

評
o巴

前
後
)
、

一
一
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飢餓と栄養供給

表53推 計の基本統計量

　126.31

8.5

113.03

N.A.

86.72

7519.87

74.55

8.01

896.18

38.05

934.23

13136.04

104

122.34

8.51

111.95

N.A.

86.82

7538

75.7

8.11

898.37

35.86

934.23

12723.81

104

」世'1p.当 たL___⊥ ム⊥旦当た望___

一 一_._理i苴___鹽 一_

1688.4

52.36

1648.73

N.A.

534

285159

-0 .24

0.83

2613.45

656.35

3269.79

175593.34

104

1740.97

51.16

1725.47

N.A.

521.69

272162.91
-0.24

0.39

2565.49

704.31

3269.79

181061.01

104

354.27

29.83

318.53

N.A.

304.19

92530.88

83.81

8.73

3171.64

98.16

3269.79

36844.48

104

366.09

29.78

328.58

N.A.

303.73

92252.47

82.93

8.66

3165.64

104.15

3269.79

38073.5

104

平均値(kcal:

標本誤差

中央値(kcal:

最頻値

標準偏差

分 散

尖 度

歪 度

範 囲

最小値(kcal:

最 大値(kcal:

合 計(kcal)

標 本数(世帯

*い ずれも、「施穀帳」記載の世帯人数(a)に基 づく換算値を示している。

○

犀
o
巴

(同
様

に

一
二
〇

評
09

で
あ

っ
た
。
従

っ
て
、
異
常
時
の

一
人

一
日
当

た
り
供
給
量
は
平
常
年

の
七
分

の

一
、

一

消
費
単
位

一
日
当
た
り
供
給
量

で
見
て
も

や
は
り
平
常
年

の
七
分
の

一
強
し
か
な
か

っ
た
計
算
と
な
る
。

五
-
ニ
ー
二

世
帯
の
栄
養
所
要
量
と
充

足
率大

籠
村
八
世
帯

の
平
常
年

の

エ
ネ
ル
ギ

i
供
給
量
は
、
各
世
帯

の
栄
養
所
要
量
を

満
足
さ
せ
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
栄
養
所

要
量
は
体
位
、
年
齢
、
性
別
、
生
活
強
度

に
よ

っ
て
大
き
く
異
な
る
。
わ
れ
わ
れ
は

平
成

一
年

(
一
九
八
九
)
九
月

の
厚
生
省

公
衆
衛
生
審
議
会
答
申
に
よ
る

エ
ネ
ル
ギ

ー

(ぎ
巴

値

と

八

世

帯

の
供

給

量

(寄
巴

と
を
対

比

し
て

「
充
足
率
」
を

求
め
、

つ
い
で
各
世
帯

の
平
均
栄
養
摂
取

量
と
平
均
栄
養
所
要
量
か
ら

「成
人
換
算

栄
養
摂
取
量
」
を
求
め
た
。
具
体
的
手
順

と
結
果
は
以
下

の
と
お
り
で
あ
る
。

ま
ず

「宗
門
人
数
改
帳
」
か
ら
世
帯
員

の
年
齢

を
拾

い
だ
し
、
単
に

一
を
引

い
て
満
年
齢

に
な
お

す
。
こ
の
年
齢
と
性
別
に
対
応
す
る
栄
養
所
要
量

を

『第
四
次
改
訂

日
本
人

の
栄
養
所
要
量
』

(
一
九
八
九
)
の
別
表
1

(「成
長
期
お
よ
び
生
活
活

動
強
度
H

(中
等
度
)
に
お
け
る
栄
養
所
要
量
」)
か

ら
読
み
と
り
、
全
員

の
数
値
を
合
計
し
て
世
帯
別

所
要
量
を
求

め
る
。
次

に
、
第
三
節

(三
-
四
項

以
下
)
と
同

一
の
換
算
式
を
使
用
し
て
求

め
た
世

帯

別
供
給

量

を

こ

の
所
要

量

で
除

し
、
比

率

(%
)
に
換
算
し
た
も

の
を
充
足
率
と

し
た
。
そ

の
結
果
、
三
五
%
以
上
～
五
五
%
未
満

の
充
足
率

し
か
な
い
世
帯
が
二
、

=

○
%
以
上
～

一
二
〇

%
未
満

の
世
帯
が
三
、

=

一〇
%
以
上
～

一
四
〇

%
未
満

の
世
帯
が
二
、
二
五
〇
%
以
上
～
二
六
〇

%
未
満

の
充
足
率
を
も

つ
世
帯
が

一
あ

っ
た
。
五

五
%
未
満
の
充
足
率
し
か
な

い
二
世
帯
は
い
ず
れ

(
24

)

も
、
無
高
及
び

一
五
九
文
を
所
有
す
る
下
下
民
以

下

の
階
層
に
属
し
て
い
た
。

一
方
、
充
足
率

二
五

六
%

の
ス
ト
ッ
ク
を
も

つ
一
世
帯
は
中
民
階
層
に

属
し
て
い
た
が
、
世
帯
人
数
が
わ
ず
か
三
で
あ

っ

た
こ
と
も
高
比
率

に
寄
与
し
て
い
た
。

こ
の
世
帯
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の
充
足
率

は

『第
四
次
改
訂

日
本
人

の
栄
養
所

要
量
』
別
表
4

「生
活
活
動
強
度
W

(重

い
)
に

お
け
る
栄
養
所
要
量
」

の
世
帯
所
要
量

(八
、
四

〇
〇

寄
9

を
二
〇
〇
%
も
し

の
ぐ
数

値

で
あ

っ
た
。

つ
ぎ

に
世
帯
別
所
要
量
と
世
帯
別
供
給
量
を
そ

れ
ぞ
れ
世
帯
人
数
で
除
し
、
各
世
帯
の
平
均
栄
養

所
要
量
ど
平
均
栄
養
摂
取
量
を
求
め
る
。
平
均
所

要
量
を
二
、
五
五
〇

吋
o
巴

(成
人
男
子

一
人

一
日

当
た
り
の
所
要
量
)
で
除
し
て
成
人
換
算
率
を
求

め
、
平
均
摂
取
量
を
こ
の
換
算
率

で
割

っ
て
成
人

換
算
栄
養
摂
取
量
を
だ
し
、
世
帯
相
互

を
比
較

し
煙
。
そ
の
結
果
、
六
世
帯

の
栄
養
摂
取
量
は
二
、

五
五
〇

評
o
巴

以
上
あ

っ
た
が
、
二
世
帯

(上
記

の
無
高
と
下
下
民
世
帯
)
は
そ
れ
ぞ
れ

一
、
二
九

二

評
o巴

及
び
九
五
六

評
o
巴

の
摂
取
量
し
か
な

か

っ
た
。
右

の
結
果
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
下
民
以

上

の

「自
立
」
世
帯
は
栄
養
所
要
量
を
充
足
さ
せ

て

い
た

と

見

な

し

た

。

五
i

二
ー
三

食
品
成
分
値

(栄
養
素
供
給
量
)

の
推
計

供
給
さ
れ
た
食
糧

・
食
品
が
ど

の
程
度
の
栄
養

成
分
を
含

ん
で
い
た
の
か
を
、
異
常
年
と
平
常
年

と
に
つ
い
て
換
算

・
推
計
す
る
と
、
表
6
、
表
7

の
よ
う
に
な
る
。
両
者
を
比
較
す
る
と
、
飢
饉
時

の
栄
養
素
供
給
は
、
平
常
年

の
そ
れ
と
比
べ
、
質
、
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表7平 常年(1845年 、火 災デー タ)の1人1日 当た り供給食糧 の食 品成分値 く8世 帯分 〉

換a 工 水 タ 脂 炭水化物 灰 無 機 質 ビ タ ミ ン

算 ネ ン

重 ル パ 糖 繊 カ ウ リ ナ ウ カ ム A

食 品 名 供給形態 推定加工形態 量 ギ ク ルム 鉄 トム リ 効 B1 BZ C

1 分 質 質 質 維 分 シ ン リ ウ 力

8 kcal B ㎎ U ㎎

籾 籾

白米 半っき米
半っき米 169 578 25.9 ii.s 3.3 121.2 1.0 1.48 13 361 1.3 3 279 0 0.69 0.08 o.o

つき麦

大麦 玄皮麦
七分つき押 し麦 195 sss 27.3 17.1 4.1 143.1 1.9 1.76 47 273 2.9 4 389 0 0.41 0.14 o.a

小麦 玄穀 薄力粉1等 ii 41 1.5 o.s 0.2 8.4 o.o 0.04 3 8 o.i 0 13 0 o.oi o.oa o.o

蕎麦 玄穀 全層粉 42 151 5.7 5.1 1.3 28.7 0.4 0.76 7 168 1.2 1 172 0 o.is 0.05 0.0
稗 玄穀 精 白粒 9 14 0.5 0.9 o.i 2.7 o.o 0.05 0 io o.i 0 iz 0 o.oo o.oo 0.0
粟 玄穀 精白粒 31 111 3.8 3.2 0.8 zz.i 0.2 0.43 3 58 o.s 1 101 0 o.os 0.02 0.0

大豆 全粒 国産全粒乾 24 101 3.0 8.5 4.6 5.7 i.i 1.20 58 140 2.3 0 459 0 0.20 0.07 o.o
小豆 全粒 全粒乾 9 13 o.s 0.8 0.1 2.0 0.2 0.13 3 13 o.a 0 58 0 0.02 o.oi o.a
味噌大豆 全粒 国産全粒乾 131 545 16.3 46.2 24.9 31.0 5.9 6.55 314 759 12.3 1 2485 0 1.09 0.39 0.0

計 一 zzzo 84.1 93.8 39.4 364.9 10.2 12.40 448 1790 zi.o 10 3966 0 2.62 0.76 o.o

参考値(「 平年 」の1人1日 当 た り推計値[合 計])

1840年 代 の 「主食 の栄 養成分b」:長 州

1870-71年 頃の 「(穀 物)供 給 栄養量c」:飛 騨

1877年 の 「(穀 物+芋 類)供 給 栄養量dJ:全 国

1887年 の 「主食の栄 養成分G」:山 口県

1955、56年 の 「(全 食品)栄 養 素摂取 量f」:大 籠村

1669

1850

1753

1902

2369

45.3

50.0

42.4

49.9

16.2

20.0

13.3

17.3

343.5

365.9

356.1

395.3

86.315.8483.5

5.6

4.1

8.2

9.5

133.914298.487.4-24.71.940.395.2

120.410556.717.414971.21.750.3418.7

341.0-13.3一 一 1.320.6586.0

讐 灘 欟 覦 翻 宗姦警驫 黙 離 朧1肛 形態の重量・換算・た(表一・お・び本文・参照・
b,e西 川(1982)

、p.149、 表7よ り 引 用.

C小 山 ・五 島(1985)
、p.488、 表4よ り引 用 。

d小 山 ・五 島(1985)
、p.492、 表5よ り 引 用 。

f東 北 大 学 教 育 教 養 部(1956)
、p.127、 表2よ り 引 用 。



量
と
も

い
か
に
乏
し
い
も
の
で
あ

っ
た
か
が
よ
く

わ
か
る
。

表
7

(平
常
年
)
に
示
さ
れ
た
数
値

は
ど
う
評

価
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
東
北
大
学
教
育
教
養
部
が

国
民
栄
養
調
査

の
方
法
に
準
拠
し
お
こ
な

っ
た
大

籠
村

で
の
調
査
結
果

(表
7
の
参
考
値
11
最
下
行
、

お
よ
び
注
(31
)を
見
よ
)
は
、
あ

る
程
度

参
考

に

な
る
。
こ
の
調
査

に
は

(わ
れ
わ
れ
の
推
計
に
は

含
ま
れ
て
い
な
い
)
自
給
お
よ
び
購
入

の
野
菜

・

果
実

・
卵

・
乳
製
品

・
魚
介
類

・
肉
類
な

ど

(穀

類
、
豆
類
を
除
く
)

一
〇
種

に
及
ぶ
食
品

が
含
ま

れ
て
い
た
か
ら
、
わ
れ
わ
れ

の
推
計
値
は
そ
れ
よ

り
も
低
く
出
る
と
予
想

し
た
。
結
果
は
、
炭
水
化

物

の
摂
取
量
が
若
干
少
な

い
点
を
除

い
て
、
弘
化

二
年

(
一
八
四
五
)
の
栄
養
素
供
給
量

の
ほ
う
が

(
=

○
年
後

の
)
昭
和
三
〇
、
三

一
年

(
一
九
五

五
、
五
六
)
の
栄
養
摂
取
量
と
比
べ
て
良

好

で
あ

っ
た
。
こ
の
結
果
を
わ
れ
わ
れ
は
ど
う
解
釈
す
べ

き
で
あ
ろ
う
か
。

一
つ
の
手
が
か
り
と
し
て
、
大
籠
村
の
人
口
と

戸
数

の
変
化
を
見

て
み
よ
う
。
「宗
門
人
数
改
帳
」

か
ら
み
た
弘
化
二
年
旧
暦

二
月

一
日
現
在

の

(数

え
年
二
歳
未
満
の
乳
児
を
除
い
た
)
現
住
人
口
は
、

飢
饉
か
ら
の
ゆ
る
や
か
な
回
復
過
程

に
あ

っ
た
と

は
い
え
、
四
八
○
人

(男
子
二
四
八
、
女
子
二
三

二
)
で
、
戸
数

(人
頭
)
も

一
〇
九

し
か
な
か

っ

た
。
と
こ
ろ
が
、

一
九
五
五
年
調
査
時
点

の

(出

稼
ぎ
男
子
六
〇
人
、
女
子
三
五
人
を
除
く
)
現
住
人

口
は

一
、
三
〇

二
人

(男
子
六
四
六
、
女
子
六
五

六
)
で

=

○
年
前

の
二

・
七
倍
、
戸
数
は
二

一

五
で
こ
れ
も
約
二
倍

に
増
加
し
て
い
た
。
し
か
し
、

耕
地

の
拡
大
は
不
可
能

で
あ

っ
た
ろ
う
か
ら
、

こ

の
膨
張

・
過
剰
人
口
は
、
米
、
大
麦
、
蕎
麦
な
ど

主
穀

の
増
産
に
よ

っ
て
よ
り
も
、
む
し
ろ
伝
統
的

な
葉
煙
草
と
薪
炭

の
増
産
、
イ
モ
類

の
導
入
、
と

り
わ
け
明
治
期
以
降
の
養
蚕
収
入
と
出
稼
ぎ
収
入

な
ど
に
よ

っ
て
扶
養
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る

(東

(
26

)

北
大
学
教
育
教
養
部
、

一
九
五
六
)。
従

っ
て
、

一

九
世
紀
中
期

の
栄
養
素
供
給
水
準
は
人
口
増
加
と

と
も

に
漸
減
し
て
い
き
、
二
〇
世
紀
中
頃

の
過
剰

人
口
期

に
は
低
下
す
ら
し
た
可
能
性
が
十
分
あ

っ

(
27
∀

た
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
第
四
節
～
第
五
節

で
は
、
史
料

に
記
載
さ

れ

た
供

給

食

糧

・
食

品

を

ベ

ー

ス

に
、

エ
ネ

ル
ギ

ー
値

、

栄

養

素

成

分

値

を

換

算

・
推

計

し

た

。

し

か

し
、

こ

の
推

計

値

に

加

え

て
、

酒

(濁

酒

)
、

獣

、

家

禽

、

卵

、

魚

介

、

野

菜

、

地

下

茎

(薩
摩

芋

、

ジ

ャ
ガ
芋
)
、

野

草

、

果

実

、

木

ノ
実

、

そ

の

他

の
供

給

分

が

多

少

プ

ラ

ス
さ

れ

る
可

能

性

が

あ

る

こ

と

に
留

意

し

て

お

く

必

要

が

あ

る

(東
方

、

一
九

四

二
。
小

山
他

、

一
九

八

一
)
。

例

え

ぽ

、

地

元

の

野
生

常

食

物

を

あ
げ

る

と
、

野

ウ

サ
ギ

、

ツ

ブ

(田

螺
)
、

沢

蟹

、

ド

ジ

ョ

ウ
、

(北

上

川

支

流

付
近

で
は
鰻
、

鯉
、

ナ

マ
ズ
、
鮒

、
河

蟹
、

沼

エ
ビ
、

カ

ラ

ス
貝

な

ど
)
、

ジ

ネ

ソ
ジ

ョ

ウ

(
山
芋

)
、

蓬

、

蕨

、

薇

、

ア

ケ
ビ

、

栗

、

栃

、

榧

な

ど

が

あ

り

、

こ

こ

か
ら

庶

民

の
多

様

な
食

生

活

と

興
味

深

い
調

理

・
保

存

法

の
存

在

を
知

る

こ

と
が

で
き

る

か

ら

(
28

)

で
あ

る
。

考

察

前
近
代
社
会

に
生
き
た
日
本
人
の
平
常
年

の
食

生
活

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
三

つ
の
指
標

に
つ

い
て
実
態
解
明
が
な
さ
れ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
主

食

の
構
成
比
率

(主
食
に
占
め
る
米
、
麦
、
雑
穀
、
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飢餓と栄養供給

甘
藷
等
の
比
率
ま
た
野
生
食
品

の
寄
与
率
)、

エ
ネ

ル
ギ
ー
摂
取
量
、
そ
し
て
栄
養
素
摂
取
量

・
摂
取

比
率

(炭
水
化
物
、
タ
ン
パ
ク
質
、
脂
肪
、
ビ
タ
ミ

ソ
、
無
機
質
な
ど
の
重
量
と
摂
取
率
)
の
解
明
で
あ

り
、
各
々
に
つ
い
て
推
計
値

の
算
出
が
試

み
ら
れ

て
き
た
。
そ

の
場
合
、
推
計
値

に
は
相
当

な
地
域

的
偏
差
が
あ
り
、
ま
た
時
期
的

に
も
変
化

・
向
上

し
て
い
る
と
い
う
事
実
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

資
料
と
し
て
は
、
食
物

・
食
品

の
種
類
と
量
と

が
記
載
さ
れ
た
史
料
類
、
例
え
ぽ

一
九
世
紀
中
期

に
長
州
藩
が
調
査
し
た
生
産
物
調
書

(西
川
、

一

九
八
二
)
、

一
九
世
紀
末
期

(明
治
初
年
)

に
政
府

が
調
査

・
作
成
し
た
生
産
統
計
書

(山
田

・
速
水
、

一
九
六
九
。
鬼
頭
、

一
九
八
六
)、
こ
の
時

期

に
地

方
自
治
体
が
作
成
し
た
地
誌

(小
山
他
、

一
九
八

一
)、
ま
た
二
〇
世
紀
初
期

の
地
方
改
良

運
動

の

一
環
と
し
て
作
成
さ
れ
た
町
村
是
調
査
書

(中
西
、

一
九
八
八
)
な
ど
が
使
用
さ
れ
て
き
た
。

明
治

一

〇
年
代

の
政
府
調
査
は
旧
府
県
を
通
じ
て
実
施
さ

れ
た
の
で
、
全
国
推
計
と
地
方
別
推
計
と
が
可
能

と
な
る
。
ま
た
地
域

の
食
糧
生
産
は
、
気
候
、
土

壌
、
水
利
等
の
条
件

に
規
制
さ
れ
て
、
極

め
て
ゆ

る
や
か
な
変
動
を
た
ど

っ
た
と
推
定
さ
れ
る
か
ら

(小
山

・
五
島
、

一
九
八
五
。
鬼
頭
、

一
九
八
九
)、

一
九
世
紀
末

の
推
計
値
か
ら

一
七
～

一
八
世
紀
の

庶
民
の
栄
養
供
給
状
態
を
遡
及
し
推
定
す
る
こ
と

が

で
き
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

現
在
ま
で
に
解
明
さ
れ
た
事
実

の
う
ち
、
こ
の

論
文
と
関
連
す
る
部
分
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

一

九
世
紀
中
期

の
日
本
人
の
主
食
構
成
は

「米

の
摂

取
量
を
増
や
し
つ
つ
、
野
生
動
植
物

へ
の
依
存
度

を
低
下
さ
せ
、
麦

・
甘
藷

の
利
用
度
を
高
め
て
主

食
作
物

の
種
類
と
食
べ
方
を
多
様
化
さ
せ
た
」
も

の
で
、
こ
れ
は

コ

八
世
紀
前
期
に
は
成
立
し
て

い
た
」
近
世
の
主
食
パ
タ
ー
ン
に
属
す
る
も
の
と

推
定
さ
れ
て
い
る

(鬼
頭
、

一
九
八
九
)。
な
お
、

こ
れ
に
関
連
し
て
言
え
ぽ
、
本
論
文
が
対
象
と
し

て
い
る
仙
台
領
北
東
部

(現
岩
手
県
南
地
方
)
の

主
食
構
成
は
、
米
と
麦
を
中
心
と
し
、
雑
穀

(蕎

麦
、
粟
、
稗
な
ど
)
が
そ
れ
を
補
う
と

い
う
パ
タ

ー
ン
で
あ

っ
た
こ
と
は
、
史
料

二
よ
り
明
ら
か
で

(29
)

あ
る
。

旦
ハ体
的
デ
ー
タ
に
依
拠
し
た

一
人

一
日
当
た
り

エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
量

に
つ
い
て
は
、
鬼
頭

の
簡
潔

な
要
約
が
あ

る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

一
八
四
〇
年

代
前
半

の
長
州
藩
民
の
場
合

一
、
六
六
四

評
o
巴

(西
川
、

一
九
八
二
)、
明
治

三
年

(
一
八
七
〇
)

～
四
年

(七

一
)
頃

の
飛
騨
国
民
の
場
合

一
、
八

五
〇

評
o
巴

(野
生
動
植
物
か
ら
の
供
給
量
を
含
む
。

小
山
他
、

一
九
八

一
)、
明
治
七
年

(
一
八
七
四
)

～

一
〇
年

(
一
八
七
七
)
の
日
本
国
民

の
場
合

一
、

七
五

八

評
o巴

(山
田

・
速
水
、

一
九
六
九
)
、
そ

し
て
明
治
二
〇
年

(
一
八
八
七
)
の
山

口
県
民

で

は

一
、
九
〇
二

犀
o
巴

(西
川
、

一
九
八
二
)
等

の

推
計
値
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
数
値
か

ら
、
鬼
頭
は

「江
戸
時
代
末
期

の
総
食
糧
消
費
は

エ
ネ

ル
ギ
ー
量
に
し
て

一
、
八
○
○
キ

ロ
カ
ロ
リ

!
は
下
ら
な
か

っ
た
」
と
結
論
づ
け

て
い
る

(速

(
30
)

水

・
鬼
頭
、

一
九
八
九
)
。
弘
化
二
年

(
一
八
四
五

月
平
常
年
)
の
大
籠
村
民
四
〇
人

の

(野
生
食
品

を
除
く
)

一
人

一
日
当
た
り
推
計
供
給
量
は
約
二
、

(31

)

二
二
〇

駻
o
巴

だ

っ
た
か
ら
、
換
算
の
際

に
も
う

け
た
諸
条
件
を
勘
案
す
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
の
推
計

値
は

一
応
妥
当
な
範
囲
に
収
ま

っ
て
い
る
と
考
え

て
お
き
た
い
。

一
つ
の
試
み
と
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
エ
ソ
ゲ
ル

183



付表 大籠村 「施穀帳」の整理 ・復元結果

No.1

籾 籾
,*貸 付

*救 助

数 量 唱 数量

年次 ,名 目
(斗 〉 ・名 目 (斗)

183608/? 0 0

10/20 0 a

11/28 0 0

12/03 ・越年拝借籾9石 也 85 0

12/03 ・越年拝借籾、内5石 肝入手前預* 5 0

12/06 0 0

12/26 0 0

12/27 0 0

1837 02/02 0 0

02/oz 0 0

02/09 0・3石4斗1升 之内御 救助籾3石 也 30

02/09 0・ 内御救助 籾4斗1升 、肝 入手前預 4.1

02/ls ・御貸付籾、作立前取続方御貸付2石 也 20 0

03/10 a a

一

03/12 0 0

03/16 0 0

03/17 0 0

03/27 ・作立籾8石*御 貸付 として処理* 80 0

04/09 0 0

04/15 ・仕付籾4石*御 貸付 として処理* 40 0

04/21 0 a

05/13 ・田植籾8石5升 也千厩御蔵 ヨリ 85 0

05/13 ・内 田植籾5斗 、肝入 手前預リ分* 5 0

05/13 ・御払籾7石5斗 千厩 御蔵 ヨリ 75 0

但1俵 二付金3切 ツツヲ以御払金3ケ1'・大肝入手前相 納
3ケ1'・肝 入手前預リ残 り3ケ1ハ本俵御 買入也地 元預リ、

此御払金46切也
05/15 0 0

05/18 0 0

05/18 0 0

05/22 0 0

os/2i 0 0

os/2z 0 0

07/05 ・越 盆米1石5斗 貧 民貸付、千厩御蔵 ヨリ 15 0

07/05 ・越 盆米1石 中民御払、 千厩御蔵 ヨリ io 0

07/05 ・越盆米5斗肝入手前預り分* 5 0

但1俵 二付金4切 ツツ此金8切 也
08/09 0 a

09/17 0 0

10/30 ・籾1石5斗 大籠 15 0

内籾2斗5升 、勇三郎預 り、但預置御役 々様方*

御飯米方前々之通リ
籾1石2斗5升溜金体御貸付

合 計(1) :1836/08/?一1837/10/30 440 34.1

合 計(2) :1836/11/28-1837/05/22(肝 煎預か り分を除 く)

(「名 目」の うち*=肝 煎預か り分)

385

(17.5) (4.1)

30
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No.2

大麦 大麦
,*貸 付 *救 助

数量 数量
年次 、名 目 (斗)名 目 (斗)
1836 08/? 0・ 種大麦17石 0

io/20 0 0

11/28 0・ 御払大麦6石 、但貧民渇命体之者江 60

御払大麦6石被相渡候処、肝入彦兵衛預
12/03・ 越年拝借大麦25石 也 250 0

12/03 0 0
i2/os 0 0

12/26 0 0

12/27 0 a

183702/02 0 0
0202 0 0

02/09 0 0
02/09 0 0
02/16・ 御貸付大麦13石 130 0

03/10作 立前取続方御貸付 0 0

03/12 0 0

03/16 0・ 助情大麦2石8斗.但 御村方貧民之者共寄合施石. z8

吉太夫、吉右衛門、虎十郎、仁右衛 門、龍之進、
長 之 丞 、権右 衛 門 、〆7人.80人 工割1人 二付3升5合 ツツ

03/17 0 0

03/27・ 作立大麦25石*御 貸付 として処理* 250 0

04/09 0 a

04/15・ 仕付大麦12石*御 貸付 として処理* 120 0
04/21 0 0

05/13・ 田植大麦15石 也 松川村御蔵. 150 a

05/13 0 0

05/13・ 大 麦1石 也松 川 御蔵. io 0

右同断.此 御払金6切 也.

05/15 0 a
05/18 a 0

05/18 0 0

05/22 0 0

06/21 0 0
os/22 0 0

07/05 0 0

07/05 0 0
07/05 0 0

08/09 0 0

09/17 0 0

10/30 0・ 大麦5斗 也大籠村肝入勇三郎.但 御役々様御郡方* 5

合計(1) :1836/08/?一1837/10/30 910 93

合計(2) :1836/11/28-1837/05/22(肝 煎預 か り分 を 除 く) 910 88

(o) (5).



No.3

稗 大豆
*救 助

数量 数量
年次 名 目 (斗).名 目(斗)
183608/? a 0

10/20 0 0

i1/as 0 0

12/03 0 0

12/03 a 0

12/06 0 0

12/26 0 a

12/27 0 0

183702/02 0 0

02/02 0 0

02/09 0 0

02/09 0 0

02/ls 0 0

03/10 0 0

03/12・ 御救助稗1石4斗. 14 0

但舞草村御蔵ヨリ天保4年 調達御備達二罷成居候処
貧民者共工御救助方二被下置候分1石5斗 請取、
肝 入組頭 立合等、升 目御改1斗 欠二罷成残1石4斗 ヲ

人頭80人 工割、1人 二付1升7合7勺 ツツ
03/16 0吃 助 情大豆1石2斗 iz

80人 工割1人 二付1升5合 ツツ

03/1? 0 0

03/27 0 0

04/09 0 0

04/15 a 0

04/21 0 0

05/13 0 0

05/13 0 0

05/13 0 0

05/15 0 0

05/18 0 a

05/18 0・ 御払種大豆2石5斗.此 御払金32切 25

但5斗 入1俵 二付6切 り半御 直断ヲ以如斯
05/22 0 0

os/2i 0 0

os/za 0 0

07/05 0 0

07/05 0 0

07/05 0 0

08/09 0 0

09/17 0 0

10/30 0 0

合計(1) :1836/08/?一1837/10/30 14 37

合計(2) :1836/11/28-1837/05/22(肝 煎 預 か り分 を除 く) 14 37

(o)(o)



No.4

種籾 種大麦

名 目

数量

(斗)名 目
183608/?

10/20
11/?.8

0

0

0

・種 大麦

数 量

(斗)

170

0

0

12/030

12/030

1'L/060

12/260

12/27v

183702/020

0'1/OLO

O2/090

02/090

02/160

03/10・ 御 救助 種 籾1石8斗1升.内 、4斗1升 東 山 御 年 貢 米 之 内 、18.1

1石4斗 江 刺右 同断.

但薄 衣 御 蔵 分 被 相 渡 下 候 事

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

03/12 0 0

03/16 0 0

03/17 0 0

03/270

04/090
04/150

04/21・ 追種籾1石.但 薄衣御蔵被渡下右之内5斗 分右御蔵二而、10

5斗ハ吉右衛 門方二而苗代致候事*

0

0

0

0

05/i:i
O5/13

05/13

0

0

0

0

0

0

05/15
05/18

0

0

0

0

05/18 0 0

05/22

0s/2i
O6/22

07/05

07/05
07/05

0

0

0

0

0

0

0

0

0
0

0

0

08/09 0 0

09/17
10/30

0

0

0

0

合 計(1):1836/08/?一1837/10/30

合 計(2):1836/11/28-1837/05/22(肝 煎 預 か り分 を除 く)

28.]
28.]

(*5) (o)

0

0

71



No.5

種大豆 大根種

名目

数量
(斗)名 目

183608/?
10/20
11/28

0

0

0

嚮
0

0

0

12/03
iz/ns
12/06

12/26
12/27

1937U2/Uz
O2/02
02/09

02/09
ails
O3/10

0

0

0

0

0

0
0

0

0

0

0 ・大根種90包 、天狗田村住居小山七郎
商預種但中民之内下民下々民江
1包宛人頭90人 江被相渡

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

09

03/12 0 0

03/16 0 0

Oa;17 0 U

03/27
04/uy
O4/15

04/21

0

0

0

(U

0

0

0

nU

05/13

05/13
05/13

0

0

0

0

0

0

05/15

05/18・ 種 大豆5斗.但 貧 民 之内種 大 豆等

05/18

05/22

0s/2i
O6/22
07/05
07/05
07/05

08/09

09/17
10/30

所持不致候者共被下置候分薄衣御蔵ヨリ

ハU

『0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

(U

0

0

0

0

0

0

合 計(D:1836/08/?一1837/10/30

合 計(2):1836/11/L8-1837/05/22(肝 煎 預 か り分 を 除 く)

(o)

匚り

5

90
yo

(o)



No.6

味噌 ひじき 塩

名 目
183608/?
10/20

11/28

12/03

12/03

12/06・ 味 噌5貫 目

12/26・ 味 噌3貫 目

12/27

183702/02

0a/oz

O2/09

02/09

02/16・ 味 噌5貫 目

03/10・ 味 噌7貫 目

但 下 民 下 々 民 江100目 割 宛70人 江 渡 ス

数 量

,(貫).名 目

0

0

0

0

0

5

3

0

0

0

0

0

5・ ひ じき 糧5貫 目

7

数量

(貫).名 目
0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

5

0

数量

(俵)
0
0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

03/12 0 0 0

03/16 0 0 0

03/17

03/27

04/09
04/15

04/21

05/13

05/13
05/13

0・ ひじき糧3貫 目

貧民者100目 宛割並へ
O

a
O

a

O

O
O

3

0

0
0

0・ 塩3俵 大肝入 白石東 元

但4月15日 渡候事
・塩24俵 勇三郎 ・留兵衛

0但4月15貝 渡候事

0
0

0

0

0

0

72

0

0

0

05/15・ 味噌9貫 目

05/18薄 衣町喜東 治方ヨリ受取候事

05/18

05/22

0s/21

0s/z2

07/05・ 味 噌9貫 目

07/05

07/05

08/09

09/17
10/30

大肝入所 ヨリ

Q
ソ
0

0

0

0

0

Q
り
0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

(U
O

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

合 計(1>:1836/08/?一1837/10/3038

合 計(2):1836/11/28-1837/05/22(肝 煎 預 か り分 を 除 く)29

(o) (o)

00
8

27

27

(o)



No.7

薬 解毒丸 胡椒

名 目

数量

(ツ)名 目

数量

(袋)名 目
183608/?

10/20

11/28

0

0

0

0

0

0

齷
㈹
。
。
。

12/03
12/03

12/06

12/26
12/7.7

183702/02
0z/oz

O2/09
02/09

02/is
O3/10

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0
0

0・ 胡;椒32袋、但御代官様
0寒 気之為取凌之民二被下置候分

a
a

a
O

O

O

0

0

0

2

0

0

0

0

0

0

0

3

03/12 0 0 0

03/16 0 }( 0

03/17 0 0 0

03/27

04/09
04/15

04/21

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

05/13

05/13
05/13

0

0

0

0

0

0

0

0

0

05/15
05/18

05/18

06/22
07/05

07/05
07/05

05/22
06/21・ 施薬36ツ、笠原三安施 薬32、

今 日粉助施薬4ツ(06/21)

08/09

09/17
10/30

0

0

0

0

36・ 解 毒 円7袋

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

7

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

合 計(1>:1836/08/?一1837/10/30

合 計(2):1836/11/28-1837/05/22(肝 煎 預 か り分 を除 く)

36

0

(o)

7
●
0

)0(

32

32

(o)



No.$

お札 衣服 金銭

183608/?

io/ao
11/28

12/03
12/03

12/os
12/26
iz/z7

183702/02

0z/oz
O2/09
02/oy

O2/16
03/10

,名 目

数 量

(枚) ,名 目
0

0

0

0

0

0

0・ 衣服4ツ、但御代官様寒気

0之 為取凌之民二被下置候分

0

0

0

0

0

0

数量 数量
(ツ)一 _____(朱)
0

0

0

0

0

0

4

0

0

0

0

0

0

0

・御手当金1切 、但大肝入衆御廻村之上

・金8切 、但佐藤治郎七方貧民共江相渡候分
・御手当金3朱 也

、但御横目様御出村居体御見分之上右如斯
・御手当金1切2朱 也、但大肝入衆品々右同断

0

4

0

0

0

0

0

2

3

6

0

0

0

0

3

os/i2 U 0 0

03/16 )( 0 0

03/17

03/27

09/09
04/15
04/2]

05/13

05/13
05/13

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0
0・ 御手当金3切.但 橋本慶蔵様御出村貧民居体
0御 見分其一ヒ被下候事
0・ 御手当金7切也.但 御横目様併栗原源蔵様御事御出村
之上貧民之者共江被下置候分如此

0

0

0

0

0

2

0

8

1

り6

0

0

0

05/15
05/18

05/1ﾟ

05/22

06/21・ 御札3枚(吉 川寺、

06/22慈 眼寺、定祥寺)

07/05

07/05

07/05

08/09

09/1?
10/30

0

0

0

0

3

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

・金9切3朱也 但橋本慶蔵様御廻村分

・金15切 也.但 貧民草引分方

0・ 金8切2朱,t旦 御代官様御出村之上2朱 ツツ7人江、
1朱ツツ20人江被下置候事

0・ 御手当金2切 也 橋本慶蔵様ヨリ

0・ 金3切i朱 也.但 橋木慶蔵様御出村之上1朱 ツツ13人江

0

0

0

9

0

0

0

0

0

3

突∪

34

8

0σ1

合 計(1):1836/08!み ～一1837/10/30

合 計(2):1836/11/28-1837/05/22

(o)

nδ

0

(o)

4

4

Q
凵
0

3

2

2

1

①(



の
方
式

に
従

っ
て
○
歳
児
を
消
費
単
位

一
・
○
と

す
る

エ
ネ

ル
ギ
ー
供
給
量
を
推
計
し
た
。

そ
れ
に

よ
る
と
、
弘
化

二
年

(
一
八
四
五
)
の
大

籠
村
民

の

一
消
費
単
位

一
日
当

た
り
供
給
量

は
八
二
三

吋
o
巴

で
あ

っ
た
。

エ
ン
ゲ
ル
の
消
費
単
位
で
は
、

二
五
歳
以
上
の
男
子
の
消
費
単
位
総
数
は
三

・
五
、

二
〇
歳
以
上
の
女
子
の
場
合
は
三

・
○
で
不
変

で

あ

っ
た
か
ら
、
平
常
年

の
成
人
男
子
の
供
給
量
は

八
二
三
×
三

・
五
凵
二
、
八
八

一

蓉
巴
、
成
人

女
子
で
は
同
様

に
二
、
四
六
九

評
o
巴

と
な
る
。

こ
の
数
値
と
直
接
比
較
で
き
る
デ
ー
タ
は
今
の
と

こ
ろ
存
在
し
な
い
が
、
山
田
三
郎
と
速
水
佑
次
郎

は
農
産
物
生
産
統
計

に
基
づ
い
て
、
二
〇
～
二
九

歳
の
男
子
を

一
消
費
単
位
と
す
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
摂

取
量
を
推
定
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
明
治
七

～

一
〇
年

(
一
八
七
四
～
七
七
)
の

(二
〇
～
二
九

歳
の
男
子

一
人
当
た
り
)

エ
ネ

ル
ギ
ー
摂
取
量

は

二
、
二
五
三

ぎ

巴

と
推
計
さ
れ
て
い
る

(速
水
、

一
九
七
三
)。
わ
れ
わ
れ

の
推
計
値

は
、
山

田

・

速
水

の
そ
れ
よ
り
六
三
〇

貯
o
巴

も
多

い
が
、
計

算

の
際

の
諸
条
件
と
そ
の
差
異
な
ど
を
勘
案
す
れ

ぽ
、
ほ
ぼ
妥
当
な
も
の
で
あ
る
と
見
て
よ

い
の
で

は
な
い
か
。
そ
こ
で
、
大
籠
を
ふ
く
む
東
磐
井
郡

地
方
の

一
九
世
紀
中
期
以
降

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給

量
が
二
、
○
○
○
～
二
、
二
〇
〇

評
o
巴

程
度
は

あ

っ
た
と
仮
定
す
る
と
、
こ
れ
と
天
保
飢
饉
以
降

の
急
速
な
人
口
回
復
と
い
う
事
実
と
は
十
分
整
合

(
32
)

す
る
と
思
わ
れ
る
。

第
四
節

に
お
い
て
、
わ
れ
わ
れ
は
飢
饉
時

(異

常
年
)
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
量
を
三

つ
の
レ
ヴ

ェ

ル
で
推
計
し
た
。

こ
の
う
ち
六
ケ
月
間

の

一
人

一

日
当

た
り
供
給
量
は
三
二
〇

評
o
巴

で
あ

っ
た
が
、

こ
れ
は
か
つ
て
農
民
が
朝
食
と
昼
食
あ
る
い
は
昼

食

と
夕
食

の
間
に
と

っ
た
小
昼

(間
食
)
て
い
ど

の
栄
養
価

で
し
か
な
か

っ
た
ろ
う
。
各
世
帯
が
受

給
食
糧
を
ど
の
よ
う
に
消
費
し
た
か
知
る
由
も
な

い
が
、
村
内
外

の
親
族
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て

追
加
供
給
を
受
け
た
世
帯
も
あ

っ
た
ろ
う
。

こ
れ

に
加
え
て
、
自
家
保
有

の
救
荒
食
糧
を
少
量
ず

つ

食

い
つ
な

い
だ
世
帯
も
あ

っ
た
は
ず
で
あ
る
。

い

ず
れ
に
せ
よ
、
こ
う
し
た
量
を

(日
割
り
に
し
た

場
合
)

一
七
七
日
間
も
供
給

し
え
た
こ
と
の
意
味

は
決
し
て
小
さ
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、

こ
の
程
度
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
量
で
は
、
仮
に
同
じ
施

与
を

一
日
三
回
受
け
た
と
し
て
も
九
六
〇

押
o巴

で

(平
常
年

の
二
分

の

一
程
度
)
し
か
な
く
、
飢

餓
を
凌
ぐ
こ
と
は
不
可
能
だ

っ
た
ろ
う
。
大
籠
で

は
天
保
飢
饉
期

の
二
年
間

(
一
八
三
六
～
三
七
年
)

に
二

一
九
人

(総
人
口
の
三

一
%
)
が
死
亡
し
、

一
八
三
七
年
の
出
生
数
は
○
と
な

っ
た
。
わ
れ
わ

れ
は
こ
う
し
た
低
出
生
力
と
大
量
死
亡

の
背
後
に
、

(疫
病
と
と
も
に
)
極
度

に
低
い
栄
養
水
準
が
あ

っ

た
と
考
え
て
い
る
。

平
常
年

の
栄
養
素
供
給
量
を
推
計
し
た
結
果
、

わ
れ
わ
れ
は
既
存
研
究

の
換
算
値
よ
り
も
概
し
て

良
好
な
数
値
を
え
た
。
推
計

の
諸
前
提
が
相
互

に

異
な
る
点
を
考
慮
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
こ
と
は

当
然
と
し
て
、
こ
の
デ
ー
タ
は
、

一
つ
は
東
北
地

方

の
農
山
漁
村

に
対
す
る
伝
統
的
な
固
定
観
念
を

あ
る
程
度
修
正
す
る
必
要
性
が
あ
る
こ
と
、
二
つ

は
巨
視
的

に
み
れ
ぽ
栄
養
水
準
は
時
代

の
推
移
に

従

っ
て
向
上
す
る
と
考
え
て
よ

い
が
、
微
視

(地

域
)
的
に
み
る
と
停
滞
あ
る
い
は
後
退
局
面
を
も

内
包
し

つ
つ
変
化
す
る
、
と

い
う
こ
と
を
示
唆
し

て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
わ
れ
わ
れ
の
推
計
値
と
比
較

192



飢餓と栄養供給

で
き
る
異
常
年

の
デ
ー
タ
は
今

の
と
こ
ろ
皆
無

で

あ
る
。
食
糧
配
布
記
録
と
宗
門
改
帳

・
人
別
改
帳

と
が
保
存
さ
れ
て
い
れ
ば
、
他

の
地
域

(都
市
と

農
村
)
に
つ
い
て
も
、
本
論
文
と
同

一
の
方
法
で

エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
量
や
食
品
成
分
値
を
推
計

・
換

算
で
き
る
だ
ろ
う
。
今
後
の
研
究

に
期
待

し
た
い
。

[追
記
]
本
研
究
は
福
武
学
術
文
化
振
興
財
団
か

ら
助
成
を
う
け
、
成
果
の
概
要
は
同
財
団
編

『平

成
六
年
度
年
報
』
(
一
九
九
五
)
四
二
ー
四
八
頁

に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
史
料
の
閲
覧

・
提
供
に
つ

い
て
は
、
首
藤
康
夫
、
岩
山
赴
夫
、
及
川
保
子
、

千
葉
明
夫

の
各
氏
お
よ
び
藤
沢
町
教
育
委
員
会
の
、

聞
取
り
調
査
に
つ
い
て
は
小
野
寺
為
之
、
岩
山
良

子
氏
の
、
文
献
収
集
に
つ
い
て
は
鬼
頭

宏
氏
の

協
力
を
え
た
。
ま
た
、
枡
に
よ
る
計
量
法
と
重
容

量
換
算
に
と
も
な
う
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
小
泉

袈
裟
勝
氏
か
ら
懇
切
な
示
唆
を
頂
い
た
。
こ
れ
ら

の
方
々
の
ご
理
解
が
あ

っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
の

研
究
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
記
し
て
謝
意
と

し
た
い
。

本
論
文
の

一
部
は
、
「天
保
飢
饉
期
の
食
糧
摂

取
」
と
い
う
標
題
で
、

一
九
九
三
年

一
一
月
の
日

文
研
共
同
研
究
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト

「近
代
化
過
程
に

お
け

る
人

口
と
家

族

」

(代

表
、

速
水

融
教

授

)

で
中

間

報
告

し
、

一
九

九

五
年

一
〇

月

の
第

四

三

回

日
本
村

落

研
究

学
会

大
会

で

は
全
体

を

要
約

し

て
報

告

し
た
。

参
加

者

か

ら

の
批
判

・
コ
メ

ン
ト

に
感

謝

し

た

い
。

な

お
、
本

論

文

は

一
九
九

六
年

度

文
部

省
新

プ

ロ
グ

ラ

ム

「
ユ
ー

ラ

シ

ア
社

会

の

人

口

・
家
族

構

造
比

較

史
研

究
」

プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

(代

表
、

速

水

融

名

誉

教

授

)

の

≦
O
爵

言
ひq

O
巷

臼

ω
Φ
註
Φ
ω

(
愾

3
)

に
加

え

ら

れ

た
が
、

今

回

か
な

り

の
加

筆

・
修

正

を

お

こ
な

い
、
主

題

も

変
更

し

た
。

注(
1
)

小
農

の

一
般

的

定

義

、

「
労

働

市

場

」

や

経
済

シ

ス
テ

ム
の
な

か

で

の
位

置

と
機

能

、
日

本

を

始

め
非

ヨ

ー

ロ

ッ
パ
世

界

の
経

済

(成

長

)

や

近

代

化

に

果

た

し

た

(
て

い

る
)

意

義

.
役
割

、
近

年

の
研
究

動
向

な

ど

に
関

す

る

簡

潔

な

レ
ビ

ュ
ー

と

し

て
、
斉

藤

(
一
九

九

八
)

を
参

照
。

(
2
)

江
戸

時
代

の
ム

ラ
は

「
ム
ラ
切

り
」

に

よ

り
創

ら
れ

た
が

、

そ
れ

は
現

代

で
も

境

界

と
領

域

を

も

ち
、
領

域

内

の
土
地

(「
領

土
」
)

の
総

て
は
、

地
目

い
か

ん

に
か

か
わ

ら
ず

、
私

的

所

有
物
で
あ
る
と
同
時
に
ム
ラ
の
所
有

(総
有
)

物
11
管
理
対
象
で
も
あ
る
こ
と
を
実
証
し
た
川

本

(
一
九
八
三
)
を
参
照
。
な
お
中
村

(
一
九

五
六
/
八
○
)、
同

(
一
九
七

一
)
は
、
近
世

の
共
同
体
を
生
産

・
生
活
の
共
同
を
契
機
に
組

織
さ
れ
る
家
連
合
と
定
義
す
る
と
、
そ
れ
は
藩

制
村

(ム
ラ
)
や
自
然
村
11

(景
観
的
)
集
落

の
範
域
を
し
ば
し
ば
越
え
る
も
の
で
あ
る
と
指

摘
し
て
い
る
。

ム
ラ
の
性
格
差
に
つ
い
て
、
川
本

(
一
九
八

二
)
は
東
北
型
、
西
南
型
と
い
う
村
落
類
型
を

設
定
し
、
労
働
市
場

(出
稼
ぎ
型
/
挙
家
離
村

又
は
通
勤
兼
業
型
)
、
水
利
条
件

(河
川
灌

漑
/
溜
池
灌
漑
)、
土

地
所
有

(大
不
在
地

主
/
中
小
在
村
地
主
)
な
ど
の
指
標
か
ら
興
味

深
い
説
明
を
試
み
て
い
る
。

(3
)

一
例
と
し
て
、
尾
州
知
多
郡
農
村
の
四
冊

の

「家
並
改
帳
」
を
使
用
し
て
、
家
屋
面
積
と

持
高
、
世
帯
規
模
、
夫
婦
組
数
の
関
係
ま
た
そ

の
変
化
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
と
し
て
速
水

(
一
九
九
二
)
が
あ
る
。
速
水

は
こ
の

「家
並

改
帳
」
記
載
の
二
～
四
坪
の
極
小
家
屋
が

一
戸

前
を
象
徴
す
る
竈
を
備
え
て
い
た
か
否
か
言
及

し
て
い
な
い
が
、
竈
の
存
在
は
彼
ら
の
自
立
の

程
度
を
推
定
す
る
手
が
か
り
と
し
て
重
要
で
あ
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ろ
う
。

な

お
、

農
家

住

宅

に

お
け

る
居

住
空

間

を
狭

義

に
解

す

れ
ぽ

、

そ
れ

は
家

屋

面
積

(総

建
坪

)

か
ら

生
産

空

間

た

る

ニ
ワ

(厩

を

ふ
く

む
土

間
)

面
積

を

差

し
引

い
た
部

分

と

な

ろ
う
。

(4
)

摂

取
量

で
な

い

こ
と

に
注

意
。

受

け
取

っ

た
穀
物

や
食

品

を
彼

ら
が

実

際

に
食

べ
た

か
否

か
、
食

べ
た
と

し

た
ら

そ

の
量

は
ど

れ

く

ら

い

だ

っ
た

の
か

な
ど
、

わ

れ

わ
れ

に
は
確

証
が

な

い
か
ら

で
あ

る
。

(
5
)

こ

れ

以

外

に
、

「
施

穀

帳

」

に

記

載

さ

れ

な

か

っ
た
世

帯
が

一
あ

っ
た
。
従

っ
て
、

肝

入

一
、

上

民

一
〇
、

非

受
領

一
、

潰

れ

二
を

除

く

一
〇

四
世

帯

に
穀

物

な

ど
が

配
布

さ
れ

た
。

な

お
、

こ

の
時

期

の
人
頭

は

一
一
八
だ

っ
た
。

(
6
)

「施

穀

帳

」

の
家

内

人

数

の
記

載

時

点

を

特

定
す

る

こ
と

は
、

残
念

な
が

ら

で
き

な

い
。

し

か
し
、

第

四
節

(図

2
)

で
見

る
よ

う

に
、

こ

の
帳

面

記
載

の
人
数

②

を
も

ち

い
た
場

合
、

分
布

の
バ

ラ

ツ
キ
が
最

も

小

さ

か

っ
た

か
ら
、

世
帯

人
数

を

正
確

に
把

握

し

て

い
た

の
は

「施

穀
帳

」

の
よ
う

で
あ

る
。

(
7
)

仙
台

藩

の
村
方

役

人

に
は
大
肝

入
、

肝

入
、

検

断
、

組
頭

が

あ

っ
た
。

大

肝

入

は
大
庄

屋

に

あ

た
る
村
方

役

人

で
、
地

元

の
有

力

農

民
が

任

命

さ

れ
、
代

官

の
支

配

下

に
お
か

れ
管

内

の
行

政

・
司
法

・
警
察
機
能
を
遂
行
し
た
。
旦
ハ体
的

に
は

「肝
入
以
下
の
村
役
人
を
指
揮
監
督
し
、

貢
租
を
と
り
ま
と
め
て
送
納
し
、
肝
入
の
進
退

を
代
官
に
具
申
し
、
郡
村
の
諸
経
費
を
割
付
徴

収
し
、
罪
人
を
下
調
べ
の
上
代
官

に
移
牒

し

た
」。
宮
城
県
史
編
纂
委
員
会

(
一
九
六
六
)

を
参
照
。
な
お
東
磐
井
郡

(東
山
地
方
)
の
大

肝
入
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
千
葉
明
夫

(
一
九

八
五
)
の
研
究
が
あ
る
。

(8
)

仙
台
領
で
作
成
さ
れ
た
人
別
改
帳
で
現
存

す
る
最
古

の
帳
面
は
、
正
保
二
年

(
一
六
四

五
)
五
月
四
日
付

「東
山
保
呂
羽
村
吉
利
支
丹

帳
」
と
慶
安
三
年

(
一
六
五
〇
)
の

「東
山
保

呂
羽
村
人
数
御
改
帳
」
で
あ
る
。
そ
こ
で
近
世

村
落
研
究
会

(
一
九
五
八
)
は

「仙
台
藩
の
人

数

(人
別
)
改
帳

は
寛
永
検
地

口

六
四
〇

～
四
三
年
に
実
施
]
の
直
後
に
、
寛
永
検
地
の

結
果
を
整
理
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
以
来
明
治
初
年
ま
で

毎
年
同
じ
形
式
の
人
数
改
帳
が
作
成
さ
れ
、
こ

れ
が
同
時
に
切
支
丹
の
宗
門
改
を
も
か
ね
た
の

で
あ
る
」
と
結
ん
で
い
る
。
な
お
、
保
呂
羽
は

大
籠
の
北
隣
り
、
藤
沢
と
の
中
間
に
所
在
す
る

ム
ラ
で
あ
る
。

(9
)

仙
台
藩
で
は
既
に

一
七
世
紀
中
期
か
ら
、

宗
旨

改

め
よ

り
も

人
別

・
人
数

改

め
が

重

視

さ

れ

た

よ
う

で
あ

る
。
然

る

に
大

籠

村

の
人

数

改

帳

に

の
み

「
宗

門
」
名

が

冠

せ

ら
れ

続

け

た
理

由

は
、
村

内

の

キ

リ

シ

タ

ソ

に
対

す

る
大

迫

害

・
大

量

処
刑

(
一
六

三

九
～

四
〇

年

の
二
年

間

に
二

一
四

人

も

の
教

徒

村

民

が

処

刑

さ

れ

た
)
後

も
、

転

切
支

丹

と

そ

の
類
族

を

監
視

し

つ
づ

け

る
必
要

が

あ

っ
た
た

め
と
推

測

さ

れ

る
。

藤
沢

町
教

育
委

員
会

・
文
化

財

調

査
委

員

会
編

(
一
九

八
六
)

を
見

よ
。

(10
)

こ

の

「
日
記

」

の
作
成

年

を

「平

常

年

」

と
し

た
理
由

は
、

単

に
こ
れ

ら

の
年

次
が

宝

暦
、

天

明
、

天
保

な
ど

大

凶
作

の
年

に
当

た

っ
て

い

な

か

っ
た

こ
と

に
よ

る
。

ミ

ク

ロ
に
見

れ
ば

、

関

西
地

方

で
は

「す

で

に
元
禄

の
初

め
頃

に
水

田

二
毛
作

が

可
能

で
あ

る
」

の
に
、
東

北
地

方

で
は

「
水

田

一
毛
作

経

営

の
確

立

さ

・兄
容

易

で

は
な

か

っ
た
」

(森
、

一
九

八
三
)
。

近

世

の
こ

の
地

域

で
は
、

頻
繁

に
穀

物
不

熟

(o
『
8

賦
一一-

霞

Φ
)

を
経

験

し

て

い
た

と

見

る

の
が

正

し

い

か
も

し
れ

な

い
。

(
11
)

俵

の
重
量

に

つ
い
て
、

小

泉

は

「俵

の
重

さ

は
地

方

に
よ
り

異

な

る
が
、

四
斗

俵

で
六
〇

〇
匁

な

い

し
七
〇

〇

匁
、

三
斗

七

升
俵

で
三
五

〇
匁

な

い
し
四
〇

〇

匁
、
桟

俵

八
○
匁

な

い
し
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飢餓と栄養供給

七

〇
匁

で
あ

っ
た
」

と
述

べ
て

い

る

(小
泉

、

一
九

八
○
、

七
三
頁

)
。

(
12
)

岩

手
県

立
博

物

館
編

(
一
九

八
九
)

三

四

ー
三

九
、

=
二
六

1

=

二
七
頁

を

参

照
。

ま

た
、

岩

手

県
西
磐

井

郡
花

泉

町

の
専

業
農

家

小

野
寺

為

之
氏

へ
の
、

}
九

九

三
年

の
聞

取

り

に
よ

る
。

「
『
日

記
』

旧

暦

八

月

初

め

に

「
精

麦

つ
き

」

「
麦

つ
き

仕

廻

り

(
こ

れ

は
恐

ら

く

『
結

い
』

で
あ

ろ

う
1

筆

者
)
」

と
記

さ

れ

て

い
る

に

し

て
も
、

当

座
使

用

の
二
～

三

ケ
月
分

を

つ
い
た

の
だ

ろ
う
。

八
月

は

コ
ク
ゾ

ウ

ム

シ
の

一
番

多

い
月

で
あ

り
、

そ
う

し

た
時

期

に
収

穫

量

の
全

て
を
精
麦

し

て
保

蔵

す

る
と

は
考

え

ら

れ
な

い

と

い
う

の
が

、
小

野

寺
氏

の
推
定

で
あ

る
。

事

実

、

一
二
月

中
旬

に
も

「
麦

ひ
き

」
を

し

た

と

い
う

記
録
が

「
日
記
」

に
見
ら

れ

る
。

小

野
寺
家

で

は

「
収
穫

し

た
麦

は
貯

蔵

す

る
。

近

々
食

べ
る
分

は
常

々
囲

炉

裏

の
火

げ

た

の
上

に
置

い

て
乾

燥

さ

せ

て
お

く
。
適

度

の
分

量

を

下

ろ

し
、

石

臼

で
砂

と
と

も

に
搗

い

て
皮

を

と

る

(宮

城

県

史
編

纂

委
員

会

[
一
九

五

六
]

に

は
、

一
～

三
番

搗
き

を

経

て
精

麦

と
す

る
と
記

さ

れ

て

い

る
ー
筆

者

)
。

つ
ぎ

に
砂

を

水

で
落

と
し
、

天

日

で
乾
燥

さ

せ

る
。

こ

れ
を
煮

て
柔

ら

か

く

し
、
同

時

に

灰

汁

ぬ

き

を

し

て

『
煮

麦

』

に
す

る
。

こ
れ
を

白
米

と

と
も

に
炊

い
て
、

麦

飯

と

す

る
」

の

が

常

で

あ

っ

た
。

ま

た

「
『押

し
麦
』

へ
の
加

工

は
、

昭
和

に
な

っ
て
機

械
が

入

っ
て
以

後

の
こ
と

で
あ

る
」

と

い
う
。

し

か

し
、

『
四

訂

日
本

食

品
標

準

成

分

表
』

に
は

「
押

し
麦

」

以
外

に
適

当

な
精

麦

の
記

載

が

な

い
の

で
、

こ
こ

で

は
精

白

度

の
低

い

「
七

分

つ
き
押

し
麦

」

と
し

て
調

理

に
用

い
た
と

仮

定

し

た
。

(13
)

岩
手

県

立
博

物

館
編

(
一
九

八
九
)

三

九

ー

四
三
、

=
二
七

1

=

二
九

頁

を
参

照
。

小

野

寺

家

で
は

「
小

麦

は
脱

穀

の
上
、

天
日

乾

燥

し

て
貯
蔵

す

る
。

小
麦

の
脱
穀

は

ノ
ゲ

(稲

・
麦

な
ど
稲

科
植
物

の
外

殻

に
あ

る
針

の
よ

う
な

毛

ー
筆

者

)
が

な

い

の

で
大

麦

と
比

べ

て
容

易

だ

が
、

玄

小
麦

は

コ
ク
ゾ

ウ

ム

シ
が

つ
き

や
す

い
。

そ

こ

で
宅

で
は
蔵

の
上
階

に
貯
蔵

す

る
。

必
要

分
を

臼

で
搗

い
て

フ
ス

マ

(粉

を

ひ

い
た
後

に

残

る
皮

)

と
粉

に
す

る
。

フ

ス

マ
は
粉

と

一
緒

に
食

べ
、
粉

だ

け

の
う
ど

ん

・
団
子

な

ど

を

つ

く

っ
て

い
た
だ

く

の

は
、

お

盆

の
時

だ

け
だ

っ

た
」

と

い
う
。

(14
)

小

原

(
一
九

八

一
)
、

四

一
〇

1

四

五

九

頁
。
中

央

食

糧

協

力

会

(
一
九

七

六
)
、

五

九

二
頁

。
岩

手

県

立

博

物

館

編

(
一
九

八
九

)
、

三
〇

1

三
四
、

=

二
〇

ー

=

二
六

頁

な
ど

参
照

。

(
15
)

小

原

(
一
九

八

一
)
、

四

一
ー

九

九

頁
。

中

央

食

糧

協

力
会

(
一
九

七

六
)
、

四

九

三

-

五

=

二
頁

。
岩

手

県

立

博

物

館

編

(
一
九

八

九
)

一
八
-

三

〇
、

一
二
七
ー

=

二
〇
頁

な

ど

参
照

。

(
16
)

小
原

(
一
九

八

一
)
九

-

四

〇
頁

。
中

央

食

糧

協

力

会

(
一
九

七

六
)
、

五

二

八
-

五

六

二
頁
。

岩

手

県
立

博
物

館

(
一
九

八
九
)

四
三

ー

四

八
、

=

二
九

ー

一
四

一
頁

な

ど
参

照
。

(17
)

味

噌

は

「
火

災

記
録

」

に
次

の
よ
う

に
記

さ

れ

て

い

る
。

コ

(
ひ
と

つ
)
味

噌

三

桶
、

但

し
右

分
、

大

豆

一
俵
志

免

(〆

か
り
・)
分

入

一
桶

、
新

分

同

二

俵

志
免

分

入

二
桶
」
。
以

下

七

世
帯

の
味

噌

の
記
録

は
、
全

て

「
味

噌
大

豆

○

○
斗

志
免

分

○

○
桶

」

で
あ

る
。

こ
こ

か
ら

大

豆
味

噌

で
あ

る
こ
と
が

わ

か

る
。

(
18
)

岩

手
県

南
地

方

の

コ
豆
味

噌

」
製

造

法

を

古

沢

(
一
九

八

四
)

か
ら
摘

記

す

る
と
、

以
下

の
よ
う

で
あ

る
。

一

「
味
噌

豆

は
、

春

の
彼

岸

(旧

暦

二
月

一

四
～

一
五

日
前

後

の
七

日
間

ー

引

用
者

)
中

に

大

釜

で
煮

る

の
だ
が

、
家

族
総

が

か
り

の
大
仕

事

で
あ

る
」
。
「
家

族

が

四
、

五
人

、
桶

の
周
囲

に
寄

り
、
味

噌

玉
を

つ
く

る
」
。
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二

「
田
植

え
が

近

づ

く

こ

ろ

に
は
、

玉

は

ひ

び

割

れ
、
割

れ
目

に
は

か
び

が
生

え

て

い
る

の

が

見

え

る
。

こ

の
か
び

が
、

味
噌

を

発

酵

さ

せ

る
も

と

に
な

る
。

こ

の
か
び
が

生

え

れ
ぽ
、

わ

ざ

わ
ざ

こ
う
じ

を

入
れ

な

く

て
も
味

噌

に
な

る

と

い
わ
れ

る
。

こ
う
じ

を

入

れ

る
よ
う

に
な

っ

た

の
は
大

正

か
ら
昭

和

に
か
け

て
で
あ

る
」
。

三

「
田
植

え

の
始

ま

る
前

、
春

田
打

ち

(
旧

暦

三
月

末
～

四

月
中

旬

-
引

用

者
)

の
こ

ろ
、

農
作

業

の
合

間

を

み

て
玉

を

天
井

か
ら

お
ろ

し
、

水

を
入

れ

た
桶

に

一
昼
夜

ほ
ど

浸

し

て
お
く

。

翌

日

は
、

こ

の
や

わ
ら

か
く

な

っ
た
味
噌

玉

を

包

丁

で
ざ

く
ざ

く

に
切

り
、

臼

に
入

れ

て

つ
き
、

前

も

っ
て
こ

し
ら

え

て
お

い
た
甘
酒

と

塩

を
混

ぜ

合

わ

せ
、

味

噌
樽

に
仕

込
む
」
。

四

「
夏

の
土

用

(旧

暦

六
月

一
四
～

一
五
日

ー
引

用
者

)

の
こ
ろ
、

柄

の
長

い
大
き

な

へ
ら

で
下

の
ほ
う

か

ら

か
き

混
ぜ

、
ま

た
蓋

を

し

て

保
存

す

る
。

一
年

経
過

し
な

け

れ
ぽ
食

べ
ら

れ

な

い

の
で
、

順

次
、
前

の
も

の
を
食

べ

な
が

ら

つ
な

い

で

い
く
」
。

一
九

世
紀

中

期

の
豆

味

噌
製

造

法
が

、

二
〇

世

紀

初

め

(大

正
末

～

昭
和

初

期

こ

ろ

11

一
九

二
〇
年

代

)

の
方
法

と

ほ
ぼ

同

一
だ

っ
た

と
仮

定
す

る
と
、
火

災

の
あ

っ
た
弘
化

二
年

(
一
八

四
五
)

四

月

一
二
日
頃

ま

で

に
、
各

世
帯

で

は

味

膾

の
仕

込
が

丁
度

終

了

し

て

い
た
と

み

な
す

こ
と

が

で
き

る
。

こ
れ

は

「
火

災

記
録

」

の
記

述

が

、

(
一
世

帯

を
除

き
)

「
味

噌
」

と

せ
ず
、

「
味

噌

大
豆

○

○

斗

志

免

分

○

桶

」

と
記

載

さ

れ

た
事

実

と

整

合

す

る
。

以

上

か
ら

、
「
火

災

記
録

」

の
味
噌

の
量

は
各

世
帯

の

一
年

分

の
消

費
容

量

で
あ

っ
た
と
考

え

る
こ
と
が

で
き

る
。

(19
)

巻

末
付

表

の

「
合
計

」

に
見

る
と

お

り
、

配
布

さ
れ

た
籾
、

大
麦

の
九

〇
%

は
藩

か
ら

村

民

に
公

的

に

「
貸
付

」

ら
れ

た

も

の

で
あ

っ
た
。

従

っ
て
、

そ

の
配
分

が

公
正

に
お

こ
な

わ

れ

た

で
あ

ろ
う

こ

と

は
容
易

に
察

し
が

つ
く
。

こ

こ

で
は
公
正

の

「
程

度
」

を
確

認

し

た

か

っ
た

の

で
あ

る
。

な

お
、

そ

れ
が
返

済

さ

れ

た

か
否

か

に

つ
い
て
、
現

在

の
わ
れ

わ

れ

に
は

わ

か
ら

な

い
。

(20
)

天

保
七

～

八
年

(
一
八
三

六
～

三

七
)

の

「
宗

門

人

数

改

帳
」

記
載

の
死

亡
者

・
死

亡

月

日
と
、

同
年

の
寺
院

「
過
去

帳
」

に
記
載

さ

れ

た
そ

れ
と

を
照

合

し

た
結

果
、
飢

饉

下

の
大

量

死
亡

に
直
面

し

た
村

肝

入

の
村

民
把

握

能
力

に

は
、

限
界

が
あ

っ
た

こ

と
が
判

明

し
た

(高

木

、

一
九

九
六

)
。

(21
)

救
助

を

受
け

た

一
〇

四
世
帯

の
う

ち
、
下

民
以

下

の
世

帯

の
大

部
分

(
五
六

世
帯

)
が

少

額

の
金

銭

配
布

を
受

け

た
。
彼

ら
が

そ

の
全

額

を
大
麦

の
購

入

に
充

て
た
も

の
と
仮
定

し
、
麦

価

を

「施

穀

帳
」

に
求

め
た

と

こ
ろ
、

天
保

八

年

(
一
八
三

七
)

五
月

の
大
麦

一
石
当

た
り

払

下
げ

価
格

六

切

と

い
う
事

例

一
つ
を
え

た
。

仙

台
藩

の
通
貨

単
位

は
切

と
朱

が

使

用
さ

れ
、

一

切

凵
金

一
分

で
あ

っ
た

(
一
切

11

四
分

の

一
両
、

四
分

の

一
切

11

一
朱
)

か
ら
、

わ

れ
わ

れ

は

一

朱

当

た
り

の
大
麦

購

買
力

を

四

升

一
合

七
勺

と

換

算

し

た
。

(
22
)

㈲
㈲

㈲
そ

れ
ぞ

れ

の
村

総

人

口

は
五

六

八
、

五
九

一
、

五
〇

四
人

で
あ

り
、

飢

饉

に

よ
る
大

量
死

亡
が

原
因

で
ω

の
人
数

は
激

減

し

て

い
る
。

そ

の
結
果

、
㈲

に
基
づ

く

推
計

値

と

そ

の
分
布

に
は

か
な
り

の
歪

み
が

現
れ

た
。

(23
)

地
方

史

研

究
協

議

会
編

(
一
九

七

三
)

の

巻
末

付
表

よ
り
計

算
。

(
24
)

弘

化

一
年

(
一
八

四

四
)
、

世

帯

員

の
死

亡

と
無

行

方

に
よ
り

明
家

(無

高
)

と

な

っ
た

屋
敷

を

「
借
家

」

に

し

て
他

家

の
婿

が

は

い

っ

た

も

の
。

一
四

年

後

の
安

政

五

年

(
一
八

五

八
)
、

彼

は
二

〇

四
文

の
高

分

け

を

う

け
人

頭

八
百

姓

)

と

し

て
分

家

独

立

し

た
。

一
八

四

五

年

二
月

の
家

族

構
成

は
世
帯

主

(
二
六
歳

)

と
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飢餓と栄養供給

妻

(
二
五
歳

)
子

(○

歳

)

で
、

焼

失
食

糧

は

籾

三
斗
、

搗
麦

五
斗
、

味

噌

二

・
五
斗

の
み

で

あ

っ
た
。

有
賀

(
一
九

三

九
)
が

解

明

し

た
大

家

(本

家

)
と

別
家

・
名

子

・
使

用

人

な

ど
と

の
給
付

関
係

と
同

じ

よ
う

に
、
無

高

の
こ

の
期

間

夫
婦

は
主

家

の
耕

作

に
従

事

し
、

朝
食

は
と

も

か

く
、

昼
食
、

夕
食

は

そ

の
母

屋

で
と

っ
た

も

の
と
考

え

ら
れ

る
。

(25
)

厚

生
省
保

健

医
療

局

健
康

増

進

栄
養

課

監

修

(
一
九

八
九

)

お
よ

び

(
一
九

九

三
)

を
参

照
。

こ
こ

で
成

人
男

子

の
値

と

し

て

二
、

五

五

〇

評
o
巴

(生

活
活

動

程

度

「
H

(中

等

度
)
」
、

二
〇

～

二
九

歳
、

身

長

一
七

一

・

一
㎝
、
体

重

六

四

・
○

㎏
)

を
用

い
る
理

由

は
、

こ

の
年

齢

階
層

の
必

要

エ
ネ

ル
ギ

ー
値

が

最

大

と
な

る

の

で
、

こ

の
量
が

供
給

さ
れ

て
い
れ
ば

世

帯

の
栄

養

所

要
量

は
十

分

だ

と
仮
定

で
き

る

か
ら

で
あ

る
。

(
26
)

こ

の
仮

説

が

支
持

さ

れ

る

か
否

か

は
、

例

え
ぽ
大

籠

の
伝
統

的

農
地

が

も

つ
人

口
支

持

力
、

作

付

け

穀

物

の
品

種

改
良

(増

収

度
)
、

こ

の

一
世
紀

の
間

に
導

入

さ
れ

た

イ

モ
類

(
サ

ツ

マ

イ

モ
、

ジ

ャ
ガ
イ

モ
)

の
寄

与
率

、
農

林

産

物

の
販
売

所
得

と

そ

の
食

品

購

買
力

な

ど

を
総

合

し

つ

つ
、

時
系

列

的
推

計

が

で
き

る
か
ど

う

か

に
よ

る
。
現

在

の
筆

者

に
は
、
残

念

な
が

ら
、

そ

の
用
意

が

な

い
。

こ
う

し

た
視
角

に

つ
い
て

は
、

ニ

ュ
ー
ギ

ニ
ア
高

地
部

族

の
人

口
支
持

力

(O
鋤
「
「団
一コ
ひq

O
曽
℃
鋤
O
律
団
)
、

適

度

人

口

(8

亭

ヨ
g
ヨ

℃
8

三
鋤
二
〇
5
)

等

に
関

す

る

木

下

(
一

九
九

五
)

の
簡

潔

な

理
論

的

レ
ビ

ュ
ー
、

ま

た

近

世
中

期
美

濃

一
農

村

の
人

口
扶

養

能

力

に
関

す

る
友

部

(
一
九

八
九

)

の
試

み
な

ど

を
参

照

さ
れ

た

い
。

な

お
、
中

島

(
一
九

八

一
)

に

よ
れ

ば
、

甘

藷

(
サ

ツ

マ
イ

モ
)

が
救

荒
食

物

と

し

て
栽

培

さ
れ

る
契
機

は
享
保

の
飢
饉

(
一
七

三

二
年

)

に
あ

り
、
薩

摩

、

西

国

(石

見

な

ど

)
、
江

戸

(小

石

川

養

生
所

)

か

ら
上

総

・
下

総

へ
と
作

付

け
地

が
北

上

し

た
。
仙

台

領

で
も

「
近

世
後

期

に
」
導

入

さ

れ

た
が
、

明
治

初

期

の
作

付

け

は

「
名

取
、
宮

城

、
亘

理

(郡
)

な

ど

仙
南

地

方

に
限

ら

れ
、
」
中

で
も

「
名

取

郡

は
県

下

生

産
額

の
約

七

割

を
占

め
」

た

と

い
う

(宮
城

県

、

一
九

六

八
)
。
仙

北

か
ら

奥

筋

地

方

の
気

候

・

土

壌

に
適

し

た
品
種

を
開

発

で
き

な

か

っ
た

た

め

で
あ

ろ
う

、
享

保

四
年

(
一
七

一
九

)
物

産

書

上
げ

の
中

に
芋

子

(
サ
ト

イ

モ
)

の
み
が

記

載

さ

れ
た

こ
と

は
当

然

と

し

て
、
寛

政

一
〇

年

(
一
七

九

八
)

に
な

っ
て
も

物

産

書

上

げ

に
、

芋

は
見

ら

れ

る
も

の
の
、

甘
藷

は
見
当

た
ら

な

い

の

で
あ

る

(宮

城

県
、

一
九

六

六
)
。
勧

農

局

(
一
八
七

九

)
発
行

『
明
治

十
年

全

国
農

産

表
』

掲
載

の

「
陸

中

国
磐

井

郡

六
拾

一
ケ
村
」

農
産

表
を

見

る

と
、
馬

鈴
薯

=

町
歩

の
作
付

け

は
見

ら

れ

る
が
、
甘

藷

の
記
載

は
な

い
。
馬

鈴
薯

の
作

付
け

面
積

が

三
千

町

歩

に
な

る

の
は

明
治
末

～

大

正
初

期
、

甘
藷

の
そ

れ
が

急
増

し

て

一
千

町
歩

以

上

と
な

る

の
は
大
正

中

期

と

い

う

か

ら

(宮

城

県

、

一
九

六

八
)
、
甘

藷

は
、

馬

鈴
薯

よ

り
遅

れ

て
、

よ

う
や

く

二
〇

世
紀

の

上

四
半

世
紀

に
な

っ
て
こ

の
地
方

に
普

及

し

た

と
言
え

そ

う

で
あ

る
。

(
27
)

欧

米

の

人

類

学

者

た

ち
が

、

一
九

六

〇

～

七
〇
年

代

に
か
け

て
調

査

・
算

出

し

た
デ

ー

タ
を
整

理

し

た
木

下

(
一
九
九

五
)

は
、

ニ

ュ

ー
ギ

ニ
ア
高
地

諸

部
族

の
人

口
密

度

と

エ
ネ

ル

ギ

i
摂
取

量

と

の
間

に

一
種

の
法

則
性

を

見
出

し

て

い
る
。

「
人

口
密

度

の
比

較

的

低

い
部

族

の
場

合

、
人

口
密

度

の
増

加

と

と

も

に

一
人

(
一
日
)

当

た

り

の

エ
ネ

ル
ギ

ー
摂

取

量

は
上

昇
す

る
傾

向

が
あ

る
。
人

口
密

度

が

八
○
～

九

〇

人

(
一
平
方

マ
イ

ル
当

た
り
)
前

後

」

の
部

族

の
摂

取
量

は
二
、

九

二
七

評
o
巴

で
ピ

ー

ク

を

示

す

が
、

そ

の
後

両

者

の
関

係

は
逆

転

し
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「
人

口
密
度

の
増

加

は

エ
ネ

ル
ギ

ー
摂

取

量

を

滅

少

さ

せ

る
」

(例

え
ば

、

人

口
密

度

四

〇

〇

人

の

一
部
族

の
摂
取

量

は

わ
ず

か

一
、

九

八
三

犀
o
巴

で
、
前

記

二
、

九

二

七

ぎ
o
巴

の

六

八

%

に
過

ぎ

な

い
)

と

い
う
結

果

を

え

て

い

る
。

な

お
、

こ
こ

で
使

用

さ
れ

た
六

部

族

の

エ
ネ

ル

ギ

ー
摂
取

量

は
同

一
の
人

類
学

者

が
算

出

し
た

も

の
で
は
な

い
。

従

っ
て
数
値

上

の
厳
密

性

に

問
題

な
し

と
し

な

い
が
、

彼

ら

の

一
般
的

研

究

法

(参

与
観

察

、
現

場

で

の
食
物

計

量

)
を

考

慮

す

れ
ぽ

(木

下
、
私

信
)
、

誤

差

は

意

外

に

小
さ

い
の
か
も

し
れ

な

い
。

(
28
)

保
存

・
調

理

法

の
具
体

例

は
次

の
と

お

り

で
あ

る
。

「
夏

か

ら
秋

に
捕

獲

し

た

カ

ラ

ス
貝

は
桶

に
水

を

は

っ
て
泥

を

は

か
せ

て

お
き
、

少

し
ず

つ
食

べ

る
」
。

「
沼

エ
ビ

は
茹

で

て
佃

煮

に

し

て
食

べ

る
」
。

「
鮒

は
干

物

に

し

て
保

存

す

る
」
。

「
ド

ジ

ョ
ウ

は
串

刺

し

に
し

て
火

で
炙

り
、

ダ

シ
と

り

に
使

う
」
。

「
田
螺

は
茹

で
て
酢

の
物

な

ど

に

し

て

食

す

」
。

「
山

芋

(
ジ

ネ

ン
ジ

ョ

ウ
)

は

ム

ロ
で
保
存

し
、

少

し
ず

つ
使

う
。

蕎

麦

の

つ
な
ぎ

に
も

使
用

す

る
」
。

(小

野
寺

為

之

氏

に
よ

る
)
。

(
29
)

内

務

省
勧

農

局
が

明

治

=

二
年

(
一
八

八

○
)

に
調

査

し

た
旧

国
別

「
人

民
常

食

種

類
比

例
」
に
よ
る
と
、
陸
中
国

(概
略
旧
仙
台
領
)

の
主
食
構
成

は
米

(三
六

・
一
%
)
麦

(三

五

・
○
%
)
雑
穀

(二
五

・
六
%
)
そ

の
他

(三

二
二
%
)
で
、
鬼
頭

(
一
九
八
六
)
は
こ

れ
を

「総
合
型
」
に
分
類
し
て
い
る
。
岩
手
県

衛
生
課
が
昭
和
九
年

(
一
九
三
四
)
に
調
査
し

た

「昭
和
九
年
凶
作
時
に
於
け
る
東
北
地
方
の

食
糧
事
情
」
に
よ
る
と
、
東
磐
井
郡
千
廐
署
管

内
の
平
年
と
凶
作
後
の
食
事
状
態
は
次
の
よ
う

に
報
告
さ
れ
て
い
る
。
平
年
の
主
食
は
米
六
分

麦
四
分
の
混
食
、
凶
作
後
は
麦
七
分
米
三
分
の

混
食
及
び
小
麦
粉
を
味
噌
汁
に
入
れ
て
食
す
。

副
食
は
平
年
、
凶
作
後
と
も
大
根
及
び
大
根
葉

を
食
し
、
凶
荒
食
物
は
な
し
。
中
央
食
糧
協
力

会

(
一
九
四
四
/

一
九
七
六
)
を
見
よ
。
こ
こ

に
稗
、
粟
、
蕎
麦
な
ど
雑
穀
の
記
載
が
な
い
点

は
注
意
を
要
す
る
。

(30
)

時
代
は
下
る
が
、
明
治
末
か
ら
大
正
初
期

の
数
値
に
つ
い
て
は
中
西

(
一
九
八
八
)
を
参

照
さ
れ
た
い
。
明
治
四
二
年

(
一
九
〇
九
)

～
大
正
二
年

(
一
九

=
二
)
に
茨
城
県
下
で
作

成
さ
れ
た
七
〇
冊
の
町
村
是
調
査
書

(「食
料

消
費
量
」
記
載
)
を
使
用
し
た
中
西
は
、
こ
の

時
期
の
消
費

エ
ネ

ル
ギ
ー
量
を
二
、
四
〇
〇

評
o
巴

程
度
、
消
費
タ
ソ
パ
ク
質
量
は
七
〇
グ

ラ

ム
程

度

と
推
計

し

て

い
る
。

(
31
)

東

北

大

学

教

育

教

養

部

が

昭

和

三

〇

年

(
一
九

五

五

)

一
二
月

と
同

三

一
年

(
一
九

五

六
)

二
月

に
大

籠

で
実

施

し

た
食

生

活
調

査

の

結

果

は
参

考

に
な

る
。
調

査

対
象

は
中
学

三
年

生

徒
が

い
る
三
〇

世

帯

で
総

戸
数

の

一
四
%

を

し

め
、

そ

の
職

業
構

成

は
専

業

農
家

二
六
、

第

一
種
兼

業

三
、

無

職

一
で
、

調

査
期

間

は
各

月

と
も

三
日

間

だ

っ
た
。

穀
類

加

工

品

を
除

く
穀

物

摂

取
重

量

は
米

三

五

四

9
、

大
麦

一
九

一
9

で
米

麦
比

率

は
六
五

%
対

三
五
%

、
栄

養

摂

取

量

は

タ

ン

パ

ク
質

八

六

・
三

g

(植

物

性

七

二

・
三

g
、
動

物

性

一
四

・
O

g
)
、

脂

肪

一

五

・
八

9
、
炭

水
化

物

四

八

三

・
五

9

で
、

熱

量

は

二
、

三

六

四

屏
o
巴

で
あ

っ
た

(
い
ず

れ

も

六

日
間

の
平

均

値
)
。
東

北

大

学

教

育

教

養

部

(
一
九
五

六
)

を
参

照

。

こ

の
調
査

結

果

を

信
頼

す

る

な
ら
、

大
籠

で

は
約

一
世
紀

を

へ
て

雑

穀
食

は
皆

無

と

な

り
、

そ

の
分

だ

け
米

の
摂

取

量

を
増
加

さ

せ
る

一
方
、

一
人

一
日
当

た
り

エ
ネ

ル
ギ

ー
摂

取

も

一
〇

〇
～

二
〇

〇

脚
o
巴

程
度

増
加

さ

せ
た

と
言
え

よ
う
。

(32
)

一
九

六

〇
～

九
〇

年

代

に

か
け

て
欧

米

の

研
究

者
が

発
表

し
た

一
日
当

た

り

エ
ネ

ル
ギ

ー

消
費

量

、
供

給

量
、

必
要

量

な
ど

の
具
体

的

数
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値

に

つ
い

て
は
、
旨

中

O
o
ゴ
Φ
コ

(
一
九
九

五
)

の
摘

記

を
参

照
。

こ

の
う

ち
、

先
進

国

を
除

き

、

一
人
当

た
り

必
要

消
費

量

を

二
、

一
〇

〇
～

二
、

二
〇
〇

『
o
巴

程

度

と
見

な

し

て

い

る
研

究

者

が

い
る
点

に
注
目

し

た

い
。

参

考
文
献

有

賀
喜

左
衛

門

『
南
部

二
戸

郡
石

神
村

に
於

け

る

大
家
族

制

度

と
名

子
制

度

』

ア

チ

ッ
ク

ミ

ュ
ー

ゼ

ア

ム
、

一
九

三
九
年

/

同

『大

家

族
制

度

と

名

子

制

度
』

(著

作

集

、

第

三

巻

)
未

来

社

、

一
九
七

二
年

、

一
二

三
ー

二
五
九

頁
。

千
葉

明
夫

『仙
台

領

の
大
肝

入

-
磐

井

郡
東

山

の

資
料

を
中

心

に
ー
』

私
家

版

、

一
九

八
五
年
。

地

方

史

研

究

協

議

会

編

『
近

世

地

方

史

研

究

入

門
』

岩
波

書
店

、

一
九
七

三
年

、
巻

末
付

表
。

中

央
食

糧
協

力

会
編

『本

邦

郷
土

食

の
研
究

』
東

洋
書

館
、

一
九

四
四
年

、

六

一
四
頁
/

同

『郷

土

食
慣

行

調
査

報

告
書

』
青

史

社

、

一
九

七
六

年

、

五
九

二
頁
。

国
ヨ

ω
け
国
ロ
αq
Φ
尸

b
隷

卜
&
§

簿
8
紺
§

き

喧

G・忠

ミ

』
さ
鴨
§

魯

§
ミ
§

丶
ミ
誉
ミ

ミ
§
駄
丶
鳴
蹄
ひ
一
。。
㊤
9

高

野
岩

三
郎

校

閲
、

森
戸

辰

男

訳

『
ベ

ル
ギ

ー

労
働

者
家

族

の
生
活

費
』

栗

田
書

店

、

一
九

四

一
年

、

三

一
-

四

二
頁
。

古
沢
典
夫
代
表

『聞
き
書

岩
手
の
食
事
』
(日

本
の
食
生
活
全
集
)
農
山
漁
村
文
化
協
会
、

一

九
八
四
年
、
二
二
三
-
二
二
四
頁
。

藤
野
淑
子

「
明
治
初
期
に
お
け
る
山
村
の
食
事
と

栄
養
」
『国
立
民
族
学
博
物
館
研
究
報
告
』
七

巻
三
号
、

一
九
八
二
年
、
六
三
ニ
ー
六
五

一
頁
。

藤
沢
町
教
育
委
員
会

・
文
化
財
調
査
委
員
会
編

『大
籠
の
切
支
丹
と
製
鉄
』
第
二
版
、

一
九
八

六
年
、

=
二
頁
。

』
o
Φ
一
四

〇
〇
9

P

き

ミ

ミ
貸
塁

壽

愚

隷

9

§

ミ
鳴

黥

§

§

o
ミ

芝

●
髫

●
Z
o
二
8

&

O
o
ヨ
.

〇
四
昌
ざ

一
⑩
Φ
9

重

定

南

奈

子
、
瀬

野

裕

美
、

高

須

夫
悟

訳

『新

「
人

口
論

」

i
生

態

学
的

ア
プ

ロ
ー
チ
ー
』

農

山
漁

村

文
化

協
会

、

一
九

九

八

年

、
五

五
七

ー
五

六
〇
頁

。

速

水

融

・
鬼

頭

宏

「
庶

民

の
歴

史

民
勢

学

」

(新

保

博

・
斎

藤

修

編

『近

代

成

長

の

胎

動
』
)
岩

波

書

店

、

一
九

八

九

年
、

二
六

七

-

三

二

一
頁
。

速

水

融

「
知

多

半

島

村

落

の
住

居

と

家

族

形

態

」

『
近
世

濃
尾

地

方

の
人

口

・
経

済

・
社
会

』

創

文
社

、

一
九

九

二
年
、

三

〇
九

-

三

二

五
頁
。

速
水
佑

次

郎

『日

本
農

業

の
成

長
過

程

』
創

文

社
、

一
九
七

三
年

、

六

四
-

七

一
頁
。

特

に
六
五
頁

の
表

3
1

4

を
参
照

。

東
方

籌

『非
常
食
糧
の
研
究
』
東
洋
書
館
、

一

九
四
二
年
/
同

『復
刻
版
』
「第
6
章

非
常
食

物
及
其
調
理
法
」
批
評
社
、

一
九
八
三
年
、
九

九
-

一
八
一
頁
。

寶
月
圭
吾

『中
世
量
制
史
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、

一
九
六

一
年
、
四
八
八
頁
。

井
上
四
郎
編
著

『食
品
学
各
論
』
樹
村
房
、

一
九

九

一
年
、

一
一
頁
。

岩
手
県
立
博
物
館
編

『岩
手
の
雑
穀
-
北
部
北
上

山
地
に

コ
メ
以
前
の
文
化
を
探
る
』
(岩
手
県

立
博
物
館
調
査
研
究
報
告
書

第
五
冊
)

一
九

八
九
年
。

科
学
技
術
庁
資
源
調
査
会
編

『四
訂
日
本
食
品
標

準
成
分
表
』
大
蔵
省
印
刷
局
、

一
九
八
二
年
。

川
本

彰

「村
落
類
型
の
諸
問
題
」
『明
治
学
院

論
叢
』
第
三
二
四
号
、

一
九
八
二
年
、

一
-
三

四
頁
。
同

『む
ら
の
領
域
と
農
業
』
家
の
光
協

会
、

一
九
八
三
年
、

=

1
二
九
、
二
三
五
-

二
九
九
頁
。

加
用
信
文
監
修

『改
訂
日
本
農
業
基
礎
統
計
』
農

林
統
計
協
会
、

一
九
七
七
年
、
六
二
四
頁
。

勧
農
局

『明
治
十
年
全
國
農
産
表
』

一
八
七
九

年
/
農
業
発
達
史
調
査
会
編

『日
本
農
業
発
達

史

一
〇
』
(複
刻

・
所
収
)
中
央
公
論
社
、

一

九
七
八
年
、

一
四

一
頁
。
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鬼
頭

宏

「明
治
前
期
の
主
食
構
成
と
そ
の
地
域

パ
タ
ー
ソ
」
『上
智
経
済
論
集
』
三

一
巻
二
号
、

一
九
八
六
年
、
三
〇
1
四
三
頁
。

鬼
頭

宏

「近
世
日
本

の
主
食
体
系
と
人
口
変

化
」
(速
水

融

・
斎
藤

修

・
杉
山
伸
也
編

『徳
川
社
会
か
ら
の
展
望
1
発
展

・
構
造

.
国

際
関
係
1
』
)
同
文
館
、

一
九
八
九
年
、
三
三

-
五
六
頁
。

木
下
太
志

「
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
高
地
に
お
け
る
人
口

支
持
力
、
適
度
人
口
お
よ
び

ゅ
o
ω臼
弓

モ
デ

ル
」
『民
族
学
研
究
』
五
九
巻
四
号
、

一
九
九

五
年
、
四
二
八
-
四
四

一
頁
。

近
世
村
落
研
究
会
編

『仙
台
藩
農
政
の
研
究
』
丸

善
、

一
九
五
八
年
、
七
五
、
五
七

一
-
五
八
四

頁
。

小
泉
袈
裟
勝

『枡

(ま
す
)』
法
政
大
学
出
版
局
、

一
九
八
○
年
、
七
七
-
七
八
頁
。

厚
生
省
保
健
医
療
局
健
康
増
進
栄
養
課
監
修

『第

四
次
改
定
日
本
人
の
栄
養
所
要
量
』
第

一
出
版
、

一
九
八
九
年
、
八
-
二
〇
頁
。

厚
生
省
保
健
医
療
局
健
康
増
進
栄
養
課
監
修

『平

成
五
年
版

国
民
栄
養
の
現
状
』
第

一
出
版
、

一
九
九
三
年
、
八
-
九
頁
。

小
山
修
三

・
松
山
利
夫

・
秋
道
智
弥

・
藤
野
淑

子

・
杉
田
繁
治

「『斐
太
後
風
土
記
』

に
よ
る

食

糧
資

源

の
計

量

的

研

究
」

『国

立

民

族

学

博

物

館
研

究

報
告

』

六
巻

三
号

、

一
九

八

一
年
、

三
六

三
ー
五

六
〇

頁
。

小

山

修

三

・
五

島

淑

子

「
日

本

人

の
主

食

の
歴

史

」

(石

毛

直

道

編

『
論

集

・
東

ア
ジ

ア

の
食

事

文

化
』
)

平

凡

社
、

一
九

八

五

年
、

四

七

三

-

四
九
九
頁

。

宮

城

県

編

纂

『仙

台

藩

租

税

要

略

』

「穀

物

貫

目

の
事
」

一
八

八
七
年

/
小

野

武
夫

編

『
近

世

地

方

経

済

史

料

』

(第

4

巻
)

吉

川

弘

文

館
、

一

九

八
七

年
、

一
〇

一
-

一
〇

二
頁

。

宮

城

県

史

編

纂

委

員

会

編

『宮

城

県

史

一
九

[民

俗

一
]
』
宮

城

県
、

一
九
五

六
年

、

=

二
四

頁
。

宮

城

県
史

編

纂

委

員
会

編

『宮

城

県

史

二

[近

世

史

]
』
宮

城

県
、

一
九

六

六

年
、

=

二
一ニ
ー

一
五

八
、
五

一
二
ー
五

=

二
頁
。

宮

城

県

史

編

纂

委

員

会

編

『
宮

城

県

史

九

[産

業

一
]
』

宮

城

県

、

一
九

六

八
年

、

一
六

四
、

一
七

四
頁

。

森

嘉

兵

衛

『奥

羽
農

業

経

営

論
』

(著

作

集

、
第

四
巻
)

法
政

大

学
出

版

局
、

一
九

八
三
年

、

五

五

i
五

八
頁
。

中
島

陽

一
郎

『飢

饉

日
本

史

』
雄

山
閣

、

一
九

八

一
年
、

一
二

ニ
ー

一
二
六
頁

。

中
村
吉
治

『村
落
構
造
の
史
的
分
析
-
岩
手
県
煙

山
村
ー
』
お
茶
の
水
書
房
、

一
九
五
六
/
八
○

年
、

一
-
二
七
頁
。
同

『日
本

の
村
落
共
同

体
』
日
本
評
論
社
、

一
九
七

一
年
、

=
二
一二
ー

一
七
六
頁
。

中
西
僚
太
郎

「明
治
末
期
の
食
料
消
費
量
1
茨
城

県
の
場
合
1
」
(尾
高
煌
之
助

・
山
本
有
造
編

『幕
末

・
明
治
の
日
本
経
済
』
)
日
本
経
済
新
聞

社
、

一
九
八
八
年
、
二
五
五
1
二
七
五
頁
。

西
川
俊
作

「移
行
期
の
長
州
に
お
け
る
穀
物
消
費

と
人
民
の
常
食
」
『三
田
断
学
研
究
』
二
五
巻

四
号
、

一
九
八
二
年
、

=
二
〇
ー

一
五
四
頁
。

農
林
水
産
大
臣
官
房
調
査
課
編

『平
成
3
年
度
食

糧
需
給
表
』

一
九
九
三
年
。

小
原
哲
二
郎

『雑
穀
1
そ
の
科
学
と
利
用
i
』
樹

村
房
、

一
九
八

一
年
。

斉
藤

修

『賃
金
と
労
働
と
生
活
水
準
-
日
本
経

済
史
に
お
け
る

一
八
-
二
〇
世
紀
』
岩
波
書
店
、

一
九
九
八
年
、
七
1

=

頁
。

相
賀
徹
夫
編

『日
本
大
百
科
全
書
』
「
ひ
・兄
」
小

学
館
、

一
九
八
七
年
、
三
八

一
頁
。

杉
田
浩

一
・
堤

忠

一
・
森

雅
央
編

『新
編
日

本
食
品
事
典
』
医
歯
薬
出
版
、

一
九
八
二
年
、

八
ー
九
頁
。

食
品
鑑
別

・
検
査
法
研
究
会
編

『改
訂

食
品
鑑
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定

・
検
査

法

ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
』
建

帛
社

、

一
九

八
七
年

、

一
八
九
頁

。

高

木

正
朗

コ

九

世

紀

東

北

日

本

の

『
死

亡

危

…機
』

と
出

生

力
」

『
社

会

経

済

史

学
』

六

一
巻

五
号

、

一
九
九

六
年

、

一
-
三

二
頁
。

友

部

謙

一

「
近

世

・
近

代

日

本

農

村

に
お

け

る

『
農

家

労

作
』

経

営

の
分

析

1

『
チ

ャ
ヤ

ノ

ブ

法

則
』
・
副

業

就
業

化

・
小

作

化

の
相

互

連

関

を

め

ぐ

っ
て
ー
」

『三

田

学

会

雑

誌

』
九

〇

巻

四
号

、

一
九

九

八
年
、

一
五
-

五

五
頁

(特

に

鋤
署

Φ
巳

一×
)
。

東

北
大

学
教

育
教

養

部

『
東

北
農

村
家

庭

の
環
境

と
構

成
』

(非

売

品
)
、

一
九

五
六
年

、

一
五
-

一
九

、

一
二

五
-

一
五
六

頁
。

梅

村

又

次

他

編

『長

期

経

済

統

計

九

[農

林

業
]
』

東

洋

経

済

新

報

社

、

一
九

六

六

年

、

二

五
〇

頁
、

「
付
表

度
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